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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】移動通信ネットワーク内において制御プレーン
を担当するサーバーでサービスを制御する方法を提供す
る。
【解決手段】（ｅ）ＮｏｄｅＢからＨｏｍｅ（ｅ）Ｎｏ
ｄｅＢへの端末の移動が検出されたとき、ＳＩＰＴＯ（
Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｏｆｆｌｏ
ａｄ）の再設定を作動させ、ＳＩＰＴＯに関連する指示
子を受信する。指示子は、ＳＩＰＴＯが許可されるかど
うか及びローカルネットワークにおけるＳＩＰＴＯが除
かれているかどうかを示す。指示子が、ＳＩＰＴＯが許
可されローカルネットワークにおけるＳＩＰＴＯが除か
れていることを示すとき、ＡＰＮに基づき、ローカルネ
ットワークにおけるＳＩＰＴＯを除いたＳＩＰＴＯを許
可する。指示子が、ＳＩＰＴＯが許可されローカルネッ
トワークにおけるＳＩＰＴＯが含まれることを示すとき
、ＡＰＮに基づき、ローカルネットワークにおいて含ま
れるＳＩＰＴＯを許可する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク内において制御プレーンを担当するネットワークエンティティでサービス
を制御する方法であって、
　ＳＩＰＴＯに関連する第１指示子又はローカルネットワークにおけるＳＩＰＴＯに関連
する第２指示子の少なくとも１つを含む情報を受信するステップと、
　（ｅ）ＮｏｄｅＢからＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢへの端末の移動が検出されたとき、
ＳＩＰＴＯの再設定を作動させるステップと、
を有し、
　前記第２指示子が存在し、前記第２指示子を許可することが設定されるとき、ＭＭＥは
、ローカルネットワークを介したトラフィックオフロードを許可する、サービス制御方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信ネットワーク内で制御プレーン（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｌａｎｅ）を
担当するサーバー及び該サーバーでサービスを制御する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３世代移動通信システムの技術規格を制定する３ＧＰＰでは、４世代移動通信に関する
様々なフォーラム及び新しい技術に対応するべく、２００４年末頃から３ＧＰＰ技術の性
能を最適化し且つ向上させようとする努力の一環としてＬＴＥ／ＳＡＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅ
ｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ／Ｓｙｓｔｅｍ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ）技術の研究を行ってきている。
【０００３】
　３ＧＰＰ ＳＡ ＷＧ２を中心に行われたＳＡＥは、３ＧＰＰ ＴＳＧ ＲＡＮのＬＴＥ作
業と共にネットワークの構造を決定し、異機種網間の移動性を支援することを目的とする
網技術に関する研究であって、最近の３ＧＰＰの重要な標準化イッシュ（ｉｓｓｕｅ）の
一つである。これは、３ＧＰＰシステムを、ＩＰに基づいて様々な無線接続技術を支援す
るシステムへと発展させるための作業であって、より向上したデータ伝送能力により伝送
遅延を最小化させる、最適化したパケットベースのシステムを目指して作業が進行されて
きた。
【０００４】
　３ＧＰＰ ＳＡ ＷＧ２で定義したＳＡＥ上位レベル参照モデル（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
ｍｏｄｅｌ）は、非ローミングケース（ｎｏｎ－ｒｏａｍｉｎｇ　ｃａｓｅ）及び様々な
シナリオのローミングケース（ｒｏａｍｉｎｇ　ｃａｓｅ）を含んでおり、詳細内容は３
ＧＰＰ標準文書ＴＳ ２３．４００ａとＴＳ２３．４００ｂを参照すればよい。図１のネ
ットワーク構造図は、これを簡略に再構成したものである。
【０００５】
　図１は、進展した移動通信ネットワークの構造図である。
【０００６】
　図１のネットワーク構造における最大の特徴の一つは、進展した（Ｅｖｏｌｖｅｄ）Ｕ
ＴＲＡＮのｅＮｏｄｅＢと、コアネットワーク（Ｃｏｒｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）のゲートウ
ェイ（Ｇａｔｅｗａｙ）と、の２層モデル（２　Ｔｉｅｒ　Ｍｏｄｅｌ）に基づいている
という点であり、正確に一致するものではないが、ｅＮｏｄｅＢ ２０は、既存のＵＭＴ
ＳシステムにおけるＮｏｄｅＢ及びＲＮＣの機能を有しており、ゲートウェイは、既存の
システムにおけるＳＧＳＮ／ＧＧＳＮ機能を有しているとすればよい。
【０００７】
　また、もう一つの重要な特徴は、接続ネットワーク（Ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）
とコアネットワークとの間の制御プレーン（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｌａｎｅ）及びユーザー
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プレーン（Ｕｓｅｒ　Ｐｌａｎｅ）が、相互に異なったインターフェース（Ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ）で交換されるという点である。既存のＵＭＴＳシステムではＲＮＣとＳＧＳＮと
の間にＩｕという一つのインターフェースが存在したのに対し、制御信号（Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｓｉｇｎａｌ）の処理を担当するＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ
　Ｅｎｔｉｔｙ）５１がＧＷ（Ｇａｔｅｗａｙ）と分離された構造を有することから、Ｓ
１－ＭＭＥ、Ｓ１－Ｕといった２つのインターフェースがそれぞれ用いられることになっ
た。該ＧＷには、サービングゲートウェイ（Ｓｅｒｖｉｎｇ－Ｇａｔｅｗａｙ）（以下、
「Ｓ－ＧＷ」）５２及びパケットデータネットワークゲートウェイ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａ
ｔａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｇａｔｅｗａｙ）（以下、「ＰＤＮ－ＧＷ」又は「Ｐ－ＧＷ」と
いう。）５３がある。
【０００８】
　図２は、（ｅ）ＮｏｄｅＢとＨｏｍｅ（ｅ）ＮｏｄｅＢとの関係を示す図である。
【０００９】
　上記の３世代又は４世代の移動通信システムにおいて、マルチメディアコンテンツ、ス
トリーミングなどの高容量サービスと両方向サービスを支援するためにセル容量を増やす
試みが続いている。
【００１０】
　すなわち、通信の発達及びマルチメディア技術の普及に伴って様々な大容量伝送技術が
要求されるにつれ、無線容量を増大させるための方法としてより多い周波数リソースを割
り当てる方法が提供されてきたが、限られた周波数リソースを多数の使用者に割り当てる
には限界があった。
【００１１】
　セル容量を増やすために高い周波数帯域を使用し、セル半径を減らすというアプローチ
が行われてきた。ピコセル（ｐｉｃｏ　ｃｅｌｌ）のような、セル半径の小さいセルを適
用すると、既存のセルラーシステムで用いた周波数よりも高い帯域を用いるようになり、
より多い情報を伝達することが可能になるという利点があるが、同一の面積に対してより
多い基地局を設置しなければならず、高コストとなる欠点があった。
【００１２】
　このように小さいセルを用いてセル容量を上げるアプローチのうち、最近では、Ｈｏｍ
ｅ（ｅ）ＮｏｄｅＢ ３０のようなフェムト基地局が提案された。
【００１３】
　このＨｏｍｅ（ｅ）ＮｏｄｅＢ ３０は、３ＧＰＰ Ｈｏｍｅ（ｅ）ＮｏｄｅＢのＲＡ 
ＮＷＧ３を中心に研究され始め、最近、ＳＡＷＧでも本格的に研究されている。
【００１４】
　図２に示す（ｅ）ＮｏｄｅＢ ２０はマクロ基地局であり、図２に示すＨｏｍｅ（ｅ）
ＮｏｄｅＢ ３０がフェムト基地局であってよい。本明細書では３ＧＰＰの用語に基づい
て説明するものとし、（ｅ）ＮｏｄｅＢは、ＮｏｄｅＢ或いはｅＮｏｄｅＢのことを指し
、Ｈｏｍｅ（ｅ）ＮｏｄｅＢは、Ｈｏｍｅ ＮｏｄｅＢ或いはＨｏｍｅ ｅＮｏｄｅＢのこ
とを指す。
【００１５】
　点線で示すインターフェースは、（ｅ）ＮｏｄｅＢ ２０及びＨｏｍｅ（ｅ）Ｎｏｄｅ
Ｂ ３０とＭＭＥ ５１０との間の制御信号伝送のためのものである。そして、実線で示す
インターフェースは、ユーザープレーンのデータの伝送のためのものである。
【００１６】
　図３は、従来技術における問題点を示す図である。
【００１７】
　図３に示すように、（ｅ）ＮｏｄｅＢ ２０とＳ－ＧＷ ５２間のインターフェースにト
ラフィックが過負荷（ｏｖｅｒｌｏａｄ）又は混雑（ｃｏｎｇｅｓｔｉｏｎ）になったり
、Ｈｏｍｅ（ｅ）ＮｏｄｅＢ ３０とＳ－ＧＷ ５２間のインターフェースにトラフィック
が過負荷又は混雑になったりすれば、ＵＥ １０へのダウンリンクデータ或いはＵＥ １０
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からのアップロードデータは正しく伝送されず、失敗となることがある。
【００１８】
　或いは、Ｓ－ＧＷ ５２とＰＤＮ－ＧＷ ５３間のインターフェース、或いはＰＤＮ－Ｇ
Ｗ ５３と移動通信事業者のＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サービスネッ
トワーク間のインターフェースが過負荷（ｏｖｅｒｌｏａｄ）又は混雑（ｃｏｎｇｅｓｔ
ｉｏｎ）となる場合にも、ＵＥ １０へのダウンリンクデータ或いはＵＥ １０からのアッ
プロードデータは正しく伝送されず、失敗となることがある。
【００１９】
　また、ＵＥが、サービスを受けている現在セルから他のセルへとハンドオーバーすると
き、他のセルが過負荷の状態であれば、当該ＵＥのサービスはドロップ（ｄｒｏｐ）する
問題が発生する。
【００２０】
　このような問題点を解決するために、移動通信事業者はＳ－ＧＷ ５２及びＰＤＮ－Ｇ
Ｗ ５３を高容量に変えたり、新しい装備を増設してきたが、これは、極めて高いコスト
がかかるという不具合があった。しかも、送受信されるデータの量は幾何級数的に増加し
、すぐに過負荷になることもあった。
【００２１】
　一方、このように移動通信ネットワークを増設することなく、Ｓ－ＧＷ ５２及びＰＤ
Ｎ－ＧＷ ５３を最適化する種々の方案が提示されたことがある。例えば、ＵＥの特定Ｉ
Ｐトラフィック（例えば、インターネットサービス）を、マクロアクセスネットワークで
は最適経路を選択して伝送し、フェムトアクセスネットワーク（Ｆｅｍｔｏ　ａｃｃｅｓ
ｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）（例えば、Ｈｏｍｅ（ｅ）ＮＢ）では移動通信ネットワークを通る
経路で送受信せず、移動通信ネットワーク以外の公衆網、すなわち、有線ネットワークの
ノードを通る経路に迂回（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｏｆｆｌｏａｄ）
させる技術、すなわち、ＳＩＰＴＯが提示されたことがある。
【００２２】
　図４は、ＳＩＰＴＯ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｏｆｆｌｏａｄ）の
概念を示す図である。
【００２３】
　図４を参照すると、例示的にＥＰＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）
のような移動通信システムが示されている。このＥＰＳシステムは、（ｅ）ＮｏｄｅＢ 
２０、ＭＭＥ ５１、Ｓ－ＧＷ ５２、Ｐ－ＧＷ ５３を含んでいる。そしてＨｏｍｅ（ｅ
）ＮｏｄｅＢ ３０が示されている。
【００２４】
　同図に示すように、ＳＩＰＴＯ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｏｆｆｌ
ｏａｄ）技術は、ＵＥ １０の特定ＩＰトラフィック（例えば、インターネットサービス
）を、移動通信事業者のＩＰサービスネットワーク６０内のノードを経由せず、有線ネッ
トワーク７０のノードに迂回させる。
【００２５】
　例えば、ＵＥ １０の（ｅ）ＮｏｄｅＢ ２０へのアクセスが許可されると、ＵＥ １０
は、（ｅ）ＮｏｄｅＢ ２０を通って公衆通信網のような有線ネットワーク７０を経由す
るセッションを生成し、該セッションを通じてＩＰネットワークサービスを行えばよい。
このとき、事業者政策及び加入情報が考慮されるとよい。
【００２６】
　このように上記セッションを生成可能にするには、ゲートウェイ、すなわち、ＵＭＴＳ
ではＧＧＳＮの機能の一部を担当するローカルゲートウェイ、或いはＥＰＳではＰ－ＧＷ
（ＰＤＮ　Ｇａｔｅｗａｙ）の機能の一部を担当するローカルゲートウェイを、（ｅ）Ｎ
ｏｄｅＢ ２０に近接して設置されたものにすればよい。
【００２７】
　このようなローカルゲートウェイをローカルＧＧＳＮ或いはローカルＰ－ＧＷと呼ぶ。
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ローカルＧＧＳＮ或いはローカルＰ－ＧＷの機能は、ＧＧＳＮ又はＰ－ＧＷのそれに似て
いる。
【００２８】
　以上のように、ＳＩＰＴＯ技術は、ＵＥのデータを（ｅ）ＮｏｄｅＢ ２０、すなわち
、マクロ基地局を通して公衆通信網のような有線網へと迂回（Ｏｆｆｌｏａｄ）させるた
めにセッションを生成する概念を提案した。
【００２９】
　しかしながら、このような従来のＳＩＰＴＯ技術は、ユーザーのデータがマクロ基地局
、すなわち、（ｅ）ＮｏｄｅＢ ２０を通るようにするから、（ｅ）ＮｏｄｅＢ ２０が過
負荷状態の場合には依然として問題が発生する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００３０】
　したがって、本明細書は、ユーザーのデータを、Ｈｏｍｅ（ｅ）ＮｏｄｅＢを経由して
も公衆通信網のような有線網へと迂回（Ｏｆｆｌｏａｄ）可能にさせる技術を提示するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００３１】
　上記の目的を達成するために、本明細書は、ユーザーのデータをＨｏｍｅ （ｅ）Ｎｏ
ｄｅＢを通しても公衆通信網のような有線網に迂回（Ｏｆｆｌｏａｄ）させることができ
るようにする技術を提示する。
【００３２】
　具体的に、本明細書は、移動通信ネットワーク内において制御プレーン（Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｐｌａｎｅ）を担当するサーバーでサービスを制御する方法を提供する。この制御方
法は、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢから、ＡＰＮ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ　Ｎａｍｅ
）、ローカルゲートウェイの識別子を表すパラメータ、及びＳＩＰＴＯ（Ｓｅｌｅｃｔｅ
ｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　ｏｆｆｌｏａｄ）サービス関連指示子のうち一つ以上を含む
第１メッセージを受信するステップを含むとよい。前記第１メッセージは、端末による要
請メッセージを含むとよい。前記制御方法は、前記受信した第１メッセージに基づいて、
前記Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢでＳＩＰＴＯサービスが可能であることが確認される場
合に、前記第１メッセージ内のＡＰＮに基づいて、前記端末のデータに対してＳＩＰＴＯ
を適用させることが可能であるか否か判断するステップを含むとよい。ここで、前記判断
段階では、あらかじめ保存されているＡＰＮ関連情報に基づいて、前記第１メッセージ内
に含まれたＡＰＮがＳＩＰＴＯ適用可能なものであるか否か判断すればよい。前記制御方
法は、前記端末のデータに対してＳＩＰＴＯを適用させることが可能である場合に、前記
ＳＩＰＴＯサービスに対するユーザーの同意情報に基づいて、前記端末にＳＩＰＴＯサー
ビスを提供するか否かを決定するステップと、前記決定に基づいて、ＳＩＰＴＯサービス
通知を前記Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢに伝送するステップと、をさらに含んでもよい。
【００３３】
　一方、本明細書は、ネットワーク内において制御プレーン（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｌａｎ
ｅ）を担当するサーバーを提供する。前記サーバーは、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢから
ＡＰＮ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ　Ｎａｍｅ）、ローカルゲートウェイの識別子を表す
パラメータ、及びＳＩＰＴＯ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　ｏｆｆｌｏａ
ｄ）サービス関連指示子のうち一つ以上を含む第１メッセージを受信する送受信部を備え
るとよい。前記第１メッセージは、端末による要請メッセージを含むとよい。前記サーバ
ーは、前記第１メッセージに基づいて、前記Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢでＳＩＰＴＯサ
ービスが可能であることが確認される場合に、前記ＡＰＮに基づいて、前記端末のデータ
に対してＳＩＰＴＯを適用させることが可能であるか否か判断し、前記端末のデータに対
してＳＩＰＴＯを適用させることが可能である場合に、前記ＳＩＰＴＯサービスに対する
ユーザーの同意情報に基づいて、前記端末にＳＩＰＴＯサービスを提供するか否かを決定
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する制御部をさらに含んでもよい。前記送受信部は、前記制御部の前記決定に基づいてＳ
ＩＰＴＯサービス通知を前記Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢに伝送すればよい。
【００３４】
　前記ＳＩＰＴＯを適用させることが可能であるか否か判断するために、前記制御部は、
あらかじめ保存されているＡＰＮ関連情報に基づいて、前記第１メッセージ内に含まれた
ＡＰＮがＳＩＰＴＯ適用可能なものであるか否かを判断してもよい。
【００３５】
　前記ＳＩＰＴＯサービスに対するユーザーの同意情報は、前記端末に情報要請メッセー
ジを伝送し、前記情報要請メッセージに対する応答として受信される情報応答メッセージ
内に含まれていてもよい。
【００３６】
　前記ＳＩＰＴＯサービスに対するユーザーの同意情報が含まれた情報応答メッセージは
、前記端末がアタッチ手順、ＴＡＵ（Ｔｒａｃｋｉｎｇ　Ａｒｅａ　Ｕｐｄａｔｅ）手順
、ハンドオーバー手順を行う時に受信されてもよい。
【００３７】
　前記ＳＩＰＴＯサービスに対するユーザーの同意情報は、加入者情報サーバーから獲得
されたものであってもよい。
【００３８】
　前記制御方法は、ＬＩＰＡ（Ｌｏｃａｌ　ＩＰ　Ａｃｃｅｓｓ）サービスを前記端末に
提供するか否かを決定するステップと、前記決定に基づいて、ＬＩＰＡサービス許可情報
又はフィルタ情報を前記ローカルゲートウェイに伝送するステップと、前記ＬＩＰＡサー
ビス許可情報、フィルタ情報、そしてＬＩＰＡサービスに対する通知のうち一つ以上を前
記Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢに伝送するステップ、のうち一つ以上をさらに含んでもよ
い。
【００３９】
　ここで、前記ＬＩＰＡサービス許可情報又はフィルタ情報は、前記端末により発生した
ＬＩＰＡサービスのためのデータを前記Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ又はローカルゲート
ウェイが遮断すべきか否かを決定するのに用いられるとよい。そして、前記ＬＩＰＡサー
ビスに対する通知は、前記端末にＬＩＰＡサービスが許容されるか否かを知らせるために
用いられるとよい。
【００４０】
　前記ＳＩＰＴＯサービス通知は、ＳＩＰＴＯフェムトが適用されたことを表すものであ
ってもよい。前記ＳＩＰＴＯフェムトは、前記端末のデータが前記Ｈｏｍｅ （ｅ）Ｎｏ
ｄｅＢに接続したホームネットワークを通って迂回することを意味すればよい。
【００４１】
　前記ＳＩＰＴＯフェムトが適用されたことを知らせるＳＩＰＴＯサービス通知は、前記
ＳＩＰＴＯマクロが適用されたことを知らせる通知とは異なる専用の通知メッセージであ
ればよい。或いは、前記ＳＩＰＴＯフェムトが適用されたことを知らせるＳＩＰＴＯサー
ビス通知は、ＳＩＰＴＯサービスが適用されたことを知らせる通知内の属性値で表現され
るとよい。
【発明の効果】
【００４２】
　本明細書の開示によれば、ユーザーのデータをＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢを通しても
公衆通信網のような有線網に迂回（Ｏｆｆｌｏａｄ）させることが可能になる。
【００４３】
　一方、ユーザーのデータをＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢを通しても公衆通信網のような
有線網に迂回させる時、ユーザー又はＵＥによってＬＩＰＡサービスは選択的に支援する
ようにする。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
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【図１】進展した移動通信ネットワークの構造図である。
【図２】（ｅ）ＮｏｄｅＢとＨｏｍｅ（ｅ）ＮｏｄｅＢとの関係を示す図である。
【図３】従来技術における問題点を示す図である。
【図４】ＳＩＰＴＯ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｏｆｆｌｏａｄ）の概
念を示す図である。
【図５】本明細書で提示するアーキテクチャーを例示する図である。
【図６】Ｈｏｍｅ（ｅ）ＮｏｄｅＢを通してＳＩＰＴＯサービスを提供するための基本的
な手順を示す例示図である。
【図７】本発明のＳＩＰＴＯサービスのための制御手順を簡略に示すフローチャートであ
る。
【図８】図７に示した制御手順を詳細に示すフローチャートである。
【図９】図８に示したメッセージのプロトコルを例示する図である。
【図１０】本発明に係るＨｏｍｅ（ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００及びＭＭＥ ５１０の構成ブロ
ック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４５】
　本発明は、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃ
ａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）及びＥＰＣ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒｅ）に
基づいて説明されるが、本発明は、このような通信システムに限定されず、本発明の技術
的思想が適用されうるいかなる通信システム及び方法に適用されてもよい。
【００４６】
　本明細書で使われる技術的用語は、単に、特定の実施例を説明するためのもので、本発
明を限定するためのものではないことに留意されたい。また、本明細書で使われる技術的
用語は、本明細書で特別に定義しない限り、本発明の属する技術の分野における通常の知
識を有する者にとって一般的に理解される意味として解釈されなければならず、過度に包
括的な意味や過度に縮小した意味として解釈されてはならない。また、本明細書で使われ
る技術的用語が本発明の思想を正確に表現していない誤った技術的用語になっていると、
それは、当業者が正しく理解できるような技術的用語に直して理解されるべきである。ま
た、本発明で使われる一般的な用語は、辞書に定義されている通りに、又は前後文脈に照
らして解釈されなければならず、過度に縮小した意味として解釈されてはならない。
【００４７】
　また、本明細書で使われる単数の表現は、文脈から明らかでない限り、複数の表現をも
含む。本出願で、「構成される」又は「備える」などの用語は、明細書上に記載された種
々の構成要素又は種々の段階の全てを必ず備えるという意味で解釈されるものではなく、
それらの一部の構成要素又は一部の段階を備えないこともあり、又は追加の構成要素又は
段階をさらに備えることもあるという意味で解釈されるべきである。
【００４８】
　また、本明細書で使われる第１、第２のような序数を含む用語は、種々の構成要素を説
明するのに使われているが、これらの構成要素を限定する目的ではなく、一つの構成要素
を他の構成要素から区別する目的にのみ使われている。例えば、本発明の権利範囲から逸
脱することなく、第１構成要素が第２構成要素と命名されてもよく、同様に第２構成要素
が第１構成要素と命名されてもよい。
【００４９】
　ある構成要素が他の構成要素に「連結」又は「接続」されているとした場合、ある構成
要素が他の構成要素に直接連結又は接続されていることもあり、両構成要素の間にさらに
他の構成要素が介在されていることもある。一方、ある構成要素が他の構成要素に「直接
連結」又は「直接接続」されているとした場合は、両構成要素の間にさらに他の構成要素
が存在していないと理解すべきである。
【００５０】
　以下、添付の図面を参照して、本発明の好適な実施例について詳細に説明する。ただし
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、図面を通じて同一又は類似の構成要素には同一の参照番号を付し、その重複説明は省略
するものとする。また、本発明を説明するにあって、関連の公知技術に関する具体的な説
明が本発明の要旨をあいまいにさせる可能性があると判断される場合にはその詳細な説明
を省略する。また、添付の図面は、本発明の思想を容易に理解させるためのもので、本発
明の思想を制限するためのものではないことに留意しなければならない。本発明の思想は
、添付の図面の他、あらゆる変更、均等物又は代替物にまでも拡張されるものとして解釈
されるべきである。
【００５１】
　添付の図面では例示的にＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）が示されているが、こ
のＵＥは、端末（Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＭＥ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）など
の用語に代えてもよい。また、ＵＥは、ノートパソコン、携帯電話、ＰＤＡ、スマートフ
ォン（Ｓｍａｒｔ　Ｐｈｏｎｅ）、マルチメディア機器などのように携帯可能な機器であ
ってもよく、ＰＣ、車両搭載装置のように携帯不可能な機器であってもよい。
【００５２】
　用語の定義
【００５３】
　以下、図面を参照して本発明を説明するに先立って、本発明の理解を助けるために、本
明細書で使われる用語を簡略に定義する。
【００５４】
　ＵＭＴＳ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
　Ｓｙｓｔｅｍの略語で、３世代移動通信ネットワークを意味する。
【００５５】
　ＥＰＳ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｙｓｔｅｍの略語で、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　
Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）ネットワークを支援するコアネットワークを意味する。
ＵＭＴＳが進展した形態のネットワーク
【００５６】
　ＰＤＮ（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｄａｔａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）：サービスを提供するサーバーが
位置している独立した網。
【００５７】
　ＡＰＮ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ　Ｎａｍｅ）：ネットワークで管理する接続ポイン
トの名前で、ＵＥに提供される。すなわち、ＰＤＮの名前（文字列）のことを指す。この
接続ポイントの名前に基づいて、データの送受信のための該当のＰＤＮが決定される。
【００５８】
　接続制御（Ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）：Ｈｏｍｅ（ｅ）ＮｏｄｅＢのようなアク
セスシステムにＵＥの使用を許可したり、他のアクセスシステムへと移動させる制御手順
。
【００５９】
　ＴＥＩＤ（Ｔｕｎｎｅｌ　Ｅｎｄｐｏｉｎｔ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）：ネットワーク
内のノード同士に設定されたトンネルのエンドポイント（Ｅｎｄｐｏｉｎｔ）ＩＤ。各Ｕ
Ｅのベアラ（ｂｅａｒｅｒ）単位に区間別に設定される。
【００６０】
　ＮｏｄｅＢ：ＵＭＴＳネットワークの基地局。屋外に設置され、セルカバレッジ規模は
マクロセルに該当する。
【００６１】
　ｅＮｏｄｅＢ：ＥＰＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）の基地局。屋
外に設置され、セルカバレッジ規模はマクロセルに該当する。
【００６２】
（ｅ）ＮｏｄｅＢ：ＮｏｄｅＢとｅＮｏｄｅＢを総称する。
【００６３】
Ｈｏｍｅ ＮｏｄｅＢ：ＵＭＴＳ網の基地局。屋内に設置され、セルカバレッジ規模はフ
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ェムトセルに該当する。
【００６４】
Ｈｏｍｅ ｅＮｏｄｅＢ：ＥＰＳ網の基地局。屋内に設置され、セルカバレッジ規模はフ
ェムトセルに該当する。
【００６５】
Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ：Ｈｏｍｅ ＮｏｄｅＢとＨｏｍｅ ｅＮｏｄｅＢを総称する
。
【００６６】
　Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢゲートウェイ：一つ以上のＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢと接
続してコアネットワークとインターフェーシングする役割を担うゲートウェイである。
【００６７】
　Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ Ｓｕｂｓｙｓｔｅｍ：Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢとＨｏ
ｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ Ｇａｔｅｗａｙとを一つのセットにして無線網を管理する形態で
ある。このＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢサブシステムとＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢはいず
れも無線網を管理し、コアネットワークと連動する役割を担うから、一つの集合体の形態
と考えればよい。そのため、以下ではＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢとＨｏｍｅ （ｅ）Ｎｏ
ｄｅＢサブシステムという用語を同一の意味で使うものとする。
【００６８】
　ＭＭＥ：Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙの略語で、ＵＥに対
するセッションと移動性を提供するためにＥＰＳ内で各エンティティを制御する役割を担
う。
【００６９】
　閉鎖加入者グループ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ：ＣＳＧ）：
一つ以上のＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢのグループを意味する。ＣＳＧに属したＨｏｍｅ 
（ｅ）ＮｏｄｅＢは同一のＣＳＧ ＩＤを有する。各ユーザーはＣＳＧ別に使用許可を受
ける。
【００７０】
　閉鎖接続モード（Ｃｌｏｓｅｄ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｏｄｅ）：Ｈｏｍｅ （ｅ）Ｎｏｄ
ｅＢがＣＳＧセルとして動作することを指す。当該セルに許容されたユーザー端末に限っ
てアクセスを許容する方式で動作することをいう。すなわち、Ｈｏｍｅ （ｅ）Ｎｏｄｅ
Ｂが支援する特定ＣＳＧ ＩＤに対する権限を持つ端末のみがアクセス可能である。
【００７１】
　開放接続モード（Ｏｐｅｎ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｏｄｅ）：Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ
が、ＣＳＧの概念ではなく一般セル（ｎｏｒｍａｌ　ｃｅｌｌ、ｎｏｎ－ＣＳＧ　ｃｅｌ
ｌ）のような方式で動作することを指す。すなわち、一般（ｅ）ＮｏｄｅＢと同様に動作
することをいう。
【００７２】
　混合アクセスモード（Ｈｙｂｒｉｄ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｏｄｅ）：Ｈｏｍｅ （ｅ）Ｎ
ｏｄｅＢがＣＳＧセルとして動作するが、ｎｏｎ－ＣＳＧ加入者にもアクセスを許容する
ことを指す。当該セルに支援可能な特定ＣＳＧ ＩＤを持つユーザー端末にアクセスを許
容してＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢサービスを提供することができ、且つＣＳＧ権限のな
い端末にもアクセスを許容する方式で動作するモードをいう。
【００７３】
　Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｏｆｆｌｏａｄ（ＳＩＰＴＯ）：ＵＥがＨ
ｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢや（ｅ）ＮｏｄｅＢを通して特定ＩＰトラフィックを伝送する
時、移動通信事業者のネットワーク（例えば、３ＧＰＰ、３ＧＰＰ２）ではなくインター
ネットなどの有線ネットワークへと迂回させる技術。
【００７４】
　ＳＩＰＴＯフェムト（又はフェムトＳＩＰＴＯ）：ＵＥがＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ
を通して特定ＩＰトラフィックを伝送する時、移動通信事業者のネットワーク（例えば、
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３ＧＰＰ、３ＧＰＰ２）ではなくインターネットなどの有線ネットワークへと迂回させる
技術。
【００７５】
　ＳＩＰＴＯマクロ（又はマクロＳＩＰＴＯ）：ＵＥが（ｅ）ＮｏｄｅＢを通して特定Ｉ
Ｐトラフィックを伝送する時、移動通信事業者のネットワーク（例えば、３ＧＰＰ、３Ｇ
ＰＰ２）ではなくインターネットなどの有線ネットワークへと迂回させる技術。
【００７６】
　Ｌｏｃａｌ ＩＰ Ａｃｃｅｓｓ（ＬＩＰＡ）：Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢをローカル
ネットワーク（すなわち、小規模のネットワーク、例えば、家庭のホームネットワークや
会社ネットワーク）に接続させ、該Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ内にあるＵＥがそのＨｏ
ｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢを通って当該ローカルネットワークに接続できるようにする技術
。
【００７７】
　ローカルゲートウェイ（Ｌｏｃａｌ　Ｇａｔｅｗａｙ）：Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ
を通るＬＩＰＡやＳＩＰＴＯを可能にするための、すなわち、コアネットワークを経由せ
ずにホームネットワークや有線網にデータを直接伝送可能にするためのゲートウェイであ
る。該ローカルゲートウェイはＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢと有線網との間に設けられて
、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢと有線網との間にベアラを生成したり、Ｈｏｍｅ （ｅ）Ｎ
ｏｄｅＢとローカルネットワークとの間にベアラを生成したりするようにし、該生成され
たベアラを通じてデータ伝送が可能となるようにする。
【００７８】
　セッション（Ｓｅｓｓｉｏｎ）：セッションはデータ伝送のための通路で、その単位は
ＰＤＮ、ベアラ（Ｂｅａｒｅｒ）、ＩＰフロー（ｆｌｏｗ）単位などとすればよい。各単
位は、３ＧＰＰで定義したように、対象ネットワーク全体単位（ＡＰＮ又はＰＤＮ単位）
、この単位内においてＱｏＳで区別する単位（ベアラ単位）、あて先ＩＰアドレス単位に
区別するとよい。
【００７９】
　ＰＤＮ接続（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）：端末からＰＤＮへの接続、すなわち、ｉｐアド
レスで表現される端末とＡＰＮで表現されるＰＤＮとの連係（接続）のことを指す。これ
は、セッションが形成されるようにするコアネットワーク内におけるエンティティ間の接
続（端末－ＰＤＮ ＧＷ）を意味する。
【００８０】
　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ：ネックワークでＵＥを管理するために使われるＵＥの状況情報
、すなわち、ＵＥ ｉｄ、移動性（現在位置など）、セッションの属性（ＱｏＳ、優先順
位など）で構成された状況情報
【００８１】
　ローカルＰＤＮ：外部ＰＤＮではなくホームネットワークや企業ネットワークのような
独立した個別ネットワーク
【００８２】
　ローカルＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢネットワーク：ローカルＰＤＮに接続するための
ネットワークを意味し、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢとＬ－ＧＷで構成されている。
【００８３】
　ローカルネットワーク：ローカルＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢネットワーク及びローカ
ルＰＤＮを含むネットワーク
【００８４】
　以下では、本明細書で提示される方案について簡略に説明する。
【００８５】
　Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢでＳＩＰＴＯサービスを提供するための方案についての説
明
【００８６】
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　本明細書によれば、３ＧＰＰ ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌ
ｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）／ＥＰＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅ
ｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）のような移動通信システムにおいてＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢを通
してＵＥの特定ＩＰトラフィック（例えば、インターネットサービス）を移動通信ネット
ワークではなく公衆網、すなわち、有線ネットワークのノードへの経路に迂回（Ｓｅｌｅ
ｃｔｅｄ　ＩＰ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｏｆｆｌｏａｄ）させるためのアーキテクチャーが提
示される。
【００８７】
　これについて図５を参照して説明する。
【００８８】
　図５は、本明細書で提示されるアーキテクチャーを例示する図である。
【００８９】
　図５を参照すると、例示的にＥＰＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）
のような移動通信システムが示されている。このＥＰＳシステムは、ソース基地局３００
ａ、ターゲット基地局３００ｂ、ソースローカルＰ－ＧＷ ４００ａ、ターゲットローカ
ルＰ－ＧＷ ４００ｂ、ソースＭＭＥ ５１０ａ、ターゲットＭＭＥ ５１０ｂ、ソースＳ
－ＧＷ ５２０ａ、ターゲットＳ－ＧＷ ５２０ｂ、ソースＰ－ＧＷ ５３１、ターゲット
Ｐ－ＧＷ ５３２を含んでいる。ソース基地局３００ａ及びターゲット基地局３００ｂは
ｅＮｏｄｅＢ或いはＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢであってよい。
【００９０】
　図５に示す基地局３００ａ，３００ｂ（以下、３００と総称する）、ＭＭＥ５１０ａ，
５１０ｂ（以下、５１０と総称する）、Ｓ－ＧＷ５２０ａ，５２０ｂ（以下、５２０と総
称する）、Ｐ－ＧＷ５３１，５３２（以下、５３０と総称する）は、ＥＰＳに基づくもの
である。
【００９１】
　ローカルゲートウェイ４００ａ，４００ｂ（以下、４００と総称する）は、基地局３０
０と有線網７００との間に位置して、基地局３００を通るＳＩＰＴＯを可能にするための
ゲートウェイである。ローカルゲートウェイ４００は、基地局３００と有線網７００との
間の経路を通じてセッションを生成できるようにし、該生成されたベアラを通じてデータ
伝送を可能にさせる。
【００９２】
　このようなローカルゲートウェイ４００は、ＥＰＳのためのＰＤＮ－ＧＷの機能の一部
或いは全部を含むこともあり、ＵＭＴＳのためのＧＧＳＮ（Ｇａｔｅｗａｙ　ＧＰＲＳ　
Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）の機能の一部或いは全部を含むこともある。しかし、このロ
ーカルゲートウェイ４００は、基地局３００と有線網７００間の経路を通じてベアラを生
成できるようにするもので、移動通信ネットワーク６００への経路を通じてベアラを生成
するＥＰＳのＰ－ＧＷ ５２０或いはＵＭＴＳのＧＧＳＮと区別されるから、ＥＰＳでは
ローカルＰ－ＧＷと呼ばれてもよく、ＵＭＴＳではローカルＧＧＳＮと呼ばれてもよい。
【００９３】
　一方、図５に示したシステムはＥＰＳに基づくものであるが、図５に示したＳＩＰＴＯ
は、３ＧＰＰ ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉ
ｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）にも適用可能である。３ＧＰＰ ＵＭＴＳでは、ＭＭＥ ５
１０の制御プレーンの機能とＳ－ＧＷ ５２０のユーザープレーン機能が両方ともＳＧＳ
Ｎ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）（図示せず）で行われても
よい。
【００９４】
　図５を参照して動作を説明すると、下記の通りである。
【００９５】
　ＵＥ１００がサービス要請をすると、コアネットワーク内の制御エンティティであるＳ
ＧＳＮやＭＭＥは、ＵＥ１００の要請されるサービスのデータを有線網７００に迂回させ
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得るか否かを判断する。この時、公衆網のような有線網７００を通るとしても、提供され
る接続ポイントは、移動通信ネットワーク６００におけると同一であればよい。すなわち
、接続ポイントの名前を表すＡＰＮ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ　Ｎａｍｅ）は同一に使
われ、各ＡＰＮにＳＩＰＴＯ許可を別途に指定すればよい。
【００９６】
　このようにＵＥ１００が接続を試みる時、コアネットワーク内のエンティティに特定の
ＡＰＮを提供し、ＵＥ１００の接続を公衆網のような有線網７００のノードに迂回（ｏｆ
ｆｌｏａｄ）させるか否かは、コアネットワーク内のエンティティ、例えば、ＥＰＳのＭ
ＭＥ ５１０或いはＵＭＴＳのＳＧＳＮ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　
Ｎｏｄｅ）が判断するとよい。この時、コアネットワーク内の制御エンティティ、例えば
ＭＭＥ ５１０は、ＵＥ１００の接続した基地局が（ｅ）ＮｏｄｅＢであるか或いはＨｏ
ｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢであるかと、該基地局がＳＩＰＴＯを支援するか否かと、を考慮
して、当該要請されるサービスによるデータを、公衆網のような有線網７００に迂回させ
るか否かを決定すればよい。
【００９７】
　上記データを迂回させると決定すれば、該サービスのデータのためのセッションを、有
線網７００を経由して迂回するように設定する。言い換えれば、ＵＥ１００と送受信され
るデータのためのセッションは、ソース基地局３００ａ、例えばＨｏｍｅ （ｅ）Ｎｏｄ
ｅＢとの無線区間と、ソースローカルゲートウェイ（すなわち、ローカル－ＧＧＳＮ又は
ローカルＰ－ＧＷ）４００ａとの有線網ベースのセッションであるか否かを判断するため
に、ソースＭＭＥ ５１０ａは、当該ＵＥコンテクスト内のパラメータ、例えばＳＩＰＴ
Ｏ＿Ｓｅｓｓｉｏｎ＿ｉｎｄｉｃａｔｏｒを確認すればよい。
【００９８】
　上記進行中のセッションのために移動性を提供する場合、既存のモビリティ手順（Ｍｏ
ｂｉｌｉｔｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）に従うが、ソースＭＭＥ ５１０ａは、適切なター
ゲットＭＭＥ ５１０ｂを決定し、決定されたターゲットＭＭＥ ５１０ｂにＵＥコンテク
ストを伝達する。このとき、上記進行中のセッションがＳＩＰＴＯベースのセッションで
あるか否かを表すパラメータ、例えばＳＩＰＴＯ＿Ｓｅｓｓｉｏｎ＿ｉｎｄｉｃａｔｏｒ
を含めて伝送してもよく、ＵＥコンテクストに基づいて、加入者情報サーバーであるＨＳ
Ｓに問い合わせてＳＩＰＴＯ＿Ｓｅｓｓｉｏｎ＿ｉｎｄｉｃａｔｏｒを受け取ってもよい
。
【００９９】
　すると、ターゲットＭＭＥ ５１０ｂは、ターゲット基地局３００ｂでＳＩＰＴＯを支
援するか否か、事業者政策、ＱｏＳなどを考慮して、ＳＩＰＴＯベースのセッションを維
持させるか否かを決定するとよい。
【０１００】
　また、ＵＥ １００がターゲット基地局３００ｂのカバレッジ内に移動する場合は、該
ＵＥ １００のデータが経由するローカルＰ－ＧＷ或いはローカルＧＧＳＮが変更される
必要があることもある。このような場合、無線接続（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）の能力
、セッションで要求されるＱｏＳ、移動性（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ）などが考慮されなければ
ならない。
【０１０１】
　もしローカルＰ－ＧＷ或いはローカルＧＧＳＮを変更すべきであれば、ソースＭＭＥ 
５１０ａ又はＳＧＳＮは、このような理由をＵＥ １００に伝達し、ＵＥ １００が現在の
セッションを切って（終了して）から、新しいセッションを要請するように誘導すればよ
い。この誘導は、ソース基地局のためのソースＭＭＥ又はＳＧＳＮ、或いはターゲット基
地局のためのターゲットＭＭＥ／ＳＧＳＮによってなされるとよい。
【０１０２】
　以上では、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢを通してＳＩＰＴＯサービスを提供するための
、本明細書で提示されるアーキテクチャーについて説明した。
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【０１０３】
　以下では、図面を参照して、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢを通してＳＩＰＴＯサービス
を提供するための基本的な手順について説明する。
【０１０４】
　図６は、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢを通してＳＩＰＴＯサービスを提供するための基
本的な手順を示す例示図である。
【０１０５】
　図６を参照して説明するに先立ち、ＵＥ １００及びコアネットワーク内のエンティテ
ィは、多重（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ）ＰＤＮ機能を支援し、ＬＩＰＡを支援し、及びマクロ基
地局、（ｅ）ＮｏｄｅＢを通るＳＩＰＴＯも支援すると仮定する。
【０１０６】
　図示のＵＥ １００は、マクロ基地局、すなわち、（ｅ）ＮｏｄｅＢ ２００に接続した
場合には、マクロＳＩＰＴＯ、すなわちコアネットワーク（ｃｏｒｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ）
内のＰ－ＧＷ ５３０を通じてトラフィックが外部ネットワークへと経由され、以降、Ｈ
ｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００に移動した場合は、フェムトＳＩＰＴＯ、すなわちロー
カルネットワークを通じてトラフィックが外部ネットワークへと経由されるとよい。
【０１０７】
　このように、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００に移動したとき、フェムトＳＩＰＴＯ
、すなわちローカルネットワークを通じてトラフィックが外部ネットワークに経由される
ことについて、ユーザーに受諾又は同意を問うのが好ましいことがある。
【０１０８】
　したがって、ＭＭＥ ５１０は、ユーザーの受諾又は同意に応じて、フェムトＳＩＰＴ
Ｏのために、ＰＤＮ経路を再設定するか否か決定してもよい。また、再設定されたＰＤＮ
の使用目的、すなわち、ＬＩＰＡのためのもの（例、ホームネットワークデータ）か、Ｓ
ＩＰＴＯのためのもの（例、インターネットデータ）か、又はＳＩＰＴＯ及びＬＩＰＡの
両方のためのものかについて確認する必要がある。
【０１０９】
　その具体的な手順を図６を参照して説明すると、下記の通りである。
【０１１０】
　０）まず、ＵＥ １００はマクロ基地局、すなわち（ｅ）ＮｏｄｅＢ ２００に接続して
おり、ＵＥのデータにはマクロＳＩＰＴＯが適用される。すなわち、該ＵＥのデータはコ
アネットワーク内のＰ－ＧＷ ５３０を通じてトラフィックが外部ネットワークに伝達さ
れる。
【０１１１】
　１）以降、ＵＥ １００はＴＡＵ／ＲＡＵ手順又はハンドオーバー手順によってＨｏｍ
ｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００へと接続を試みる。
【０１１２】
　２）この時、ＭＭＥ ５１０は、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００のタイプ（すなわ
ち、閉鎖接続モードで動作するか、開放接続モードで動作するか、或いは混合接続モード
で動作するか）、Ｌ－ＧＷのアドレス、ＳＩＰＴＯ／ＬＩＰＡの許容されるか否か、を考
慮して、ＳＩＰＴＯフェムトを適用させるか否かを決定する。もし、ＳＩＰＴＯフェムト
を適用させないと決定する場合には、ゲートウェイ選択過程を行う。
【０１１３】
　ＳＩＰＴＯフェムトを適用させるか否かの決定について詳細に説明すると、下記の通り
である。
【０１１４】
　まず、ＵＥ １００はＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００に接続した場合であるから、
本発明ではＬＩＰＡやＳＩＰＴＯが可能であるか判断し、ＳＩＰＴＯが可能であれば、Ｓ
ＩＰＴＯフェムトが可能であるか否かをさらに判断すればよい。
【０１１５】
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　まず、ＭＭＥ ５１０は、ＬＩＰＡやＳＩＰＴＯが可能であるか否か（能力情報）を、
伝達されたＬ－ＧＷアドレスから分かる。さらに、ＭＭＥ ５１０は、Ｈｏｍｅ （ｅ）Ｎ
ｏｄｅＢのタイプを考慮して可能であるか否かを判断することもできるが、これを考慮し
て混合（Ｈｙｂｒｉｄ）モードで動作する場合にもＬＩＰＡやＳＩＰＴＯを支援すること
ができる。
【０１１６】
　次に、ＳＩＰＴＯフェムトが可能か否かは、下記３つの方法で判断するとよい。第一は
、ＳＩＰＴＯが許容されるか否かを表す因子（又はインジケータ）（例えば、ＳＩＰＴＯ
 ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ）とＬＩＰＡを許容するか否かを表す因子（又はインジケータ）
（例えば、ＬＩＰＡ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ）を用いる方法で、これら２つの因子から、
ＳＩＰＴＯが許容されながらＬＩＰＡも許容されると確認される場合に、ＵＥ １００の
接続したＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００にＬ－ＧＷが存在し、それによりＳＩＰＴＯ
フェムトが許容されるものと決定すればよい。第二は、ＳＩＰＴＯフェムトが許容される
ことを示す専用の因子又はインジケータ、すなわち、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏ ｐｅｒｍｉ
ｓｓｉｏｎ因子を用いる方法である。第三は、ＳＩＰＴＯが許容されるか否かを表す因子
（又はインジケータ）（例えば、ＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ）の属性値としてＡ
ｌｌｏｗｅｄ、Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏ ａｌｌｏｗｅｄを用いる
方法である。
【０１１７】
　第一の方法について詳細に説明すると、下記の通りである。
【０１１８】
　ＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎとＬＩＰＡ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎは次のような値を
有する。
【０１１９】
　－．ＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ：Ａｌｌｏｗｅｄ、Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ
【０１２０】
　－．ＬＩＰＡ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ：ＬＩＰＡ－ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ、ＬＩＰＡ－
ｏｎｌｙ ａｎｄ ＬＩＰＡ－ｃｏｎｄｉｔｉｏｎａｌ
【０１２１】
　したがって、上記のＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎとＬＩＰＡ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏ
ｎとを組み合わせることで、ＳＩＰＴＯフェムトが許容されるかも判断することができる
。
【０１２２】
　すなわち、２因子が有し得る値を組み合わせると合計６個の組み合わせが出るが、その
一部をＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏ許容と定めるとよい。
【０１２３】
　一方、このようにＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎとＬＩＰＡ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ
とを組み合わせて、ＳＩＰＴＯフェムトが許容されるか否かを判断するようにすると、新
しい因子を追加しなくて済むという利点があるが、各ＰＤＮ別に適用するには困難がある
。
【０１２４】
　そこで、第二の方法について説明すると、次の通りである。
【０１２５】
　もし使用目的別にＰＤＮを区別しておくとすれば、ＩＭＳなどの事業者ＰＤＮ、企業Ｐ
ＤＮ、ホームネットワークＰＤＮ、インターネットＰＤＮなどに区別可能である。このと
き、上記の第一方法のように、ＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎとＬＩＰＡ ｐｅｒｍｉ
ｓｓｉｏｎとを組み合わせて、ＳＩＰＴＯフェムトの許容されるか否かを判断するとすれ
ば、企業ＰＤＮでは一般ＳＩＰＴＯを許容し、保安などの諸理由からＳＩＰＴＯフェムト
は許容しないように設定することが困難である。
【０１２６】
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　そのため、表１のようにＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎを別に使用する
ことが好ましいことがある。
【０１２７】
【表１】

【０１２８】
　上記表１のように、ＳＩＰＴＯフェムトが許容されるか否かを表す専用の因子、すなわ
ち、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎを使用するようになると、各ＰＤＮ別
に、一般ＳＩＰＴＯ許容の有無とＳＩＰＴＯフェムト許容の有無を異なるように設定する
ことができる。上記表１で、ＳＩＰＴＯマクロのみ可能な場合と、ＳＩＰＴＯマクロ及び
ＳＩＰＴＯフェムトの両方が許容される場合は、インターネットＰＤＮとなっている。ま
た、上記表１で、ＳＩＰＴＯマクロのみ可能な場合は、事業者ＰＤＮとなっている。
【０１２９】
　一方、第三の方法について説明すると、ＳＩＰＴＯが許容されるか否かを表す因子（又
はインジケータ）（例えば、ＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ）の属性値としてＡｌｌ
ｏｗｅｄ、Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏ ａｌｌｏｗｅｄを使用する。
【０１３０】

【表２】

【０１３１】
　上記表２のように、第三の方法は、ＳＩＰＴＯフェムトが許容されるか否かを表す専用
の因子、すなわちＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎを追加せずに、ＳＩＰＴ
Ｏ許容の有無を表す因子（又はインジケータ）（例えば、ＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉ
ｏｎ）の属性値として、Ａｌｌｏｗｅｄ、Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔ
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ｏ ａｌｌｏｗｅｄを使用する。
【０１３２】
　３）再び図６を参照して説明すると、もし、フェムトＳＩＰＴＯを適用すると決定され
ると、ＭＭＥ ５１０は、ユーザーのトラフィックをローカルネットワーク経由で伝送す
ることをユーザーが受諾又は同意するかどうか問う。
【０１３３】
　具体的に、ＭＭＥ ５１０は、ユーザーのトラフィックをローカルネットワークを経由
させて伝送することをユーザーが受諾又は同意するかを問うために、情報要請メッセージ
、例えば、ＥＳＭ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｒｅｑｕｅｓｔ ｍｅｓｓａｇｅを、ＵＥ １
００に伝送する。この情報要請メッセージ、例えば、ＥＳＭ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｒ
ｅｑｕｅｓｔ ｍｅｓｓａｇｅは、ＳＩＰＴＯフェムトの受諾又は同意を要請する指示子
、例えば、Ｒｅｑｕｅｓｔ ｆｏｒ ａｌｌｏｗａｎｃｅ ｆｏｒ ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏ
を含めばよい。このようにユーザーの受諾又は同意を問う理由は、ユーザーのトラフィッ
クをローカルネットワークに迂回させて伝送すると、ＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓ
ｅｒｖｉｃｅ）が保障されないことがあるためである。
【０１３４】
　ＵＥ １００は、情報応答メッセージ、例えばＥＳＭ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｒｅｐ
ｌｙ ｍｅｓｓａｇｅを伝送する。この情報応答メッセージ、例えばＥＳＭ Ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ Ｒｅｐｌｙ ｍｅｓｓａｇｅ内には、受諾又は同意についてユーザーから入力
された応答が含まれてもよく、又は、あらかじめ保存された受諾又は同意についての応答
が含まれてもよい。
【０１３５】
　一方、ＭＭＥ ５１０がＵＥ １００に問う過程は省略されてもよい。例えば、ユーザー
の受諾又は同意についての応答は、あらかじめ加入者情報サーバー、例えばＨＳＳに保存
さていてもよい。これは、事業者やサーバー管理者が事前にユーザーに受諾又は同意につ
いて尋ね、その結果を加入者情報に保存しておく方法である。これは、端末に尋ねること
なくユーザーの受諾又は同意の結果を記録する方法で、端末とのインタラクション（ｉｎ
ｔｅｒａｃｔｉｏｎ）無しで記録しておく方法である。もしユーザーの意向が変わると、
意向が変わる時点に上記ＨＳＳに変更事項を保存すればよい。
【０１３６】
　このようにＭＭＥ ５１０がＵＥ １００に意向を問う過程が省略されるに代え、ＭＭＥ
 ５１０がユーザーの受諾又は同意の有無に関する情報をＨＳＳから獲得する過程が追加
されるとよい。この獲得過程は、ＭＭＥ ５１０とＨＳＳ間のプロトコルに基づくメッセ
ージ、例えばＩｎｓｅｒｔ Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ Ｄａｔａ ｐｒｏｃｅｄｕｒｅを用い
て行えばよい。
【０１３７】
　４）即座のユーザーの応答によって又はあらかじめ設定されたユーザーの応答によって
ＵＥ １００が許容の有無に関する情報（例えば、ＥＳＭ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を伝
送すると、ＭＭＥ ５１０は、この許容の有無に関する情報に基づいて、フェムトＳＩＰ
ＴＯ機能を活性化するか否かを決定する。すなわち、ユーザーの応答が拒絶であれば、Ｍ
ＭＥ ５１０は、前述のように、ゲートウェイ選択過程を行う。
【０１３８】
　５）しかし、ユーザーの応答が受諾又は同意であれば、ＭＭＥ ５１０は、（ｅ）Ｎｏ
ｄｅＢを経由して活性化されているＰＤＮコネクションを非活性化する。
【０１３９】
　６）一方、ＵＥ １００は、同一のＰＤＮを用いて新しいＰＤＮコネクションの設定を
要請する。
【０１４０】
　７）ＭＭＥ ５１０は、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢを経由する新しいＰＤＮコネクショ
ンを活性化するために、Ｌ－ＧＷ ４００に要請する。
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　８）ＭＭＥ ５１０は、上記新しいＰＤＮコネクションが生成されると、ＰＤＮコネク
ション受諾又は同意をＵＥ １００に知らせ、この時、ＳＩＰＴＯ及びＬＩＰＡのいずれ
か一つ以上が可能であることをＵＥ １００に通知する。このような通知は、ＵＥ １００
が将来ＬＩＰＡを要請できるようにする。ＵＥ １００は当該通知を受けることによって
、生成されたＰＤＮが、ＬＩＰＡ用か、ＳＩＰＴＯ用か、又は両方を支援するかを区別し
、これに基づいて、各ＩＰパケットが伝送されるべき経路を選択することができる。
【０１４２】
　すなわち、端末はＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ接続状態は分かるが、Ｌ－ＧＷの支援状
態、すなわち、生成されたＰＤＮでＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏやＬＩＰＡを支援するか否か
は分からない。そのため、それぞれの支援の有無を知るにはさらなる通知が必要である。
【０１４３】
　このようにＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏやＬＩＰＡの支援の有無を端末に知らせる通知方法
には、２種類のものが挙げられる。
【０１４４】
　第一は、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏの支援を知らせる通知と、ＬＩＰＡの支援を知らせる
通知を別々に用いる方法であり、第二は、一つの通知を用いて、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏ
を支援するかと、ＬＩＰＡを支援するかを知らせる方法である。
【０１４５】
　まず、第一の方法について説明すると、下記の通りである。
【０１４６】
　ＬＩＰＡ支援可能を知らせる通知のみがＭＭＥ ５１０から伝達されると、ＵＥ １００
はＬＩＰＡ ＰＤＮであることが分かり、関連したホームネットワークなどのローカルＩ
Ｐアクセスに関連したデータのみを伝送する。一方、ＳＩＰＴＯ支援可能を知らせる通知
のみがＭＭＥ ５１０から伝達されると、ＵＥ １００は、ＳＩＰＴＯ用ＰＤＮであること
がわかる。この時、ＵＥ １００はＬＩＰＡ許容に対する通知を受けなかったため、ロー
カルネットワークに向かうデータは伝送されてはならない。すなわち、ＳＩＰＴＯ支援可
能を知らせる通知のみをＵＥ １００に伝達することは、目的に応じて伝送制御をして、
インターネットのような外部ネットワークに向かうデータのみを許容する時に用いられて
よい。一方、ＬＩＰＡ支援可能を知らせる通知とＳＩＰＴＯ支援可能を知らせる通知の両
方がＭＭＥ ５１０からＵＥ １００に伝達されてもよい。
【０１４７】
　第二の方法について説明すると、ＭＭＥ ５１０は、ＬＩＰＡ支援可能を知らせる通知
をＵＥ １００に伝達する。このように、ＬＩＰＡ支援可能を知らせる通知のみを受ける
と、ＵＥ １００は、生成されたＰＤＮがＬＩＰＡ用か、ＳＩＰＴＯ用かを判断し、ＳＩ
ＰＴＯ用であれば、当該通知の内容をＳＩＰＴＯが支援されることを表すものと解釈する
。逆に、生成されたＰＤＮがＬＩＰＡ用であれば、当該通知の内容をＬＩＰＡが支援され
ることを表すものと解釈する。
【０１４８】
　一方、上記２種類の通知方法を、前述したＳＩＰＴＯ許容の有無を表す因子（又はイン
ジケータ）（例えばＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ）と、ＬＩＰＡ許容の有無を表す
因子（又はインジケータ）によってまとめると、下記の通りである。
【０１４９】
　まず、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢがＬ－ＧＷを支援する場合に、ＳＩＰＴＯ許容の有
無を表す因子（又はインジケータ）（例えばＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ）とＬＩ
ＰＡ許容の有無を表す因子（又はインジケータ）との組み合わせによって、ＳＩＰＴＯ 
ｆｅｍｔｏの支援を知らせる通知と、ＬＩＰＡの支援を知らせる通知を別々に独立して用
いることをまとめると、下記表３の通りである。
【０１５０】
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【表３】

【０１５１】
　次に、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢがＬ－ＧＷを支援しない場合に、ＳＩＰＴＯ許容の
有無を表す因子（又はインジケータ）（例えばＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ）と、
ＬＩＰＡ許容の有無を表す因子（又はインジケータ）との組み合わせによって、ＳＩＰＴ
Ｏ ｆｅｍｔｏの支援を知らせる通知と、ＬＩＰＡの支援を知らせる通知を別々に独立し
て使用することをまとめると、下記表４の通りである。
【０１５２】
【表４】

【０１５３】
　まず、ＬＩＰＡの場合、ＬＩＰＡ－ｃｏｎｄｉｔｉｏｎａｌであればＰＤＮは生成され
てよい。しかし、Ｌ－ＧＷ支援の有無によって、ＬＩＰＡ用である場合もあり、コアネッ
トワークに伝送される経路である場合もある。したがって、Ｌ－ＧＷが支援される場合に
、ＬＩＰＡ ＰＤＮであることを表す通知（ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）が必要である。
ＳＩＰＴＯの場合も、ＭＭＥ ５１０が要請をして生成したＰＤＮであるから、ＳＩＰＴ
Ｏが許容されるかを通知すればよい。この時、その応用によって、ＳＩＰＴＯ ｍａｃｒ
ｏとＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏのいずれが許容されるかについて通知を区別する必要がある
。
【０１５４】
　また、一つのＰＤＮが両者とも支援する場合もあり、許容しない場合もあるが、この場
合にも上記の組み合わせによって決定すればよい。
【０１５５】
　要するに、ＬＩＰＡ ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎとＳＩＰＴＯ要請時又はＳＩＰＴＯＰ
ＤＮ設定完了時（ｆｅｍｔｏやｍａｃｒｏの場合）におけるｉｎｄｉｃａｔｏｒ／ｃａｕ
ｓｅ ｖａｌｕｅを用いて通知を提供すればよい。
【０１５６】
　一方、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢがＬ－ＧＷを支援する場合に、ＳＩＰＴＯフェムト
が許容されることを表す専用の因子又はインジケータ、すなわち、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔ
ｏ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ因子を用いるとき、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏの支援を知らせる通
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知と、ＬＩＰＡの支援を知らせる通知を別々に独立して用いることをまとめると、下記表
５の通りである。
【０１５７】
【表５】

【０１５８】
　一方、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢがＬ－ＧＷを支援しない場合に、ＳＩＰＴＯフェム
トが許容されることを表す専用の因子又はインジケータ、すなわち、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍ
ｔｏ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ因子を使用するとき、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏの支援を知らせ
る通知と、ＬＩＰＡの支援を知らせる通知を別々に独立して用いることをまとめると、下
記表６の通りである。
【０１５９】
【表６】

【０１６０】
　上記表５を参照すると、Ｌ－ＧＷを支援する場合に、ＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏ
ｎによらずに表３と同一に動作する。Ｌ－ＧＷを支援しない場合には、ＳＩＰＴＯ ｐｅ
ｒｍｉｓｓｉｏｎによってＳＩＰＴＯ ｍａｃｒｏのみ生成される。したがって、表６は
表４と異なってはいるが、つまるところ、ＬＩＰＡ ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎとＳＩＰ
ＴＯ要請時又はＳＩＰＴＯ ＰＤＮ設定完了時（ｆｅｍｔｏやｍａｃｒｏの場合）におけ
るｉｎｄｉｃａｔｏｒ／ｃａｕｓｅ ｖａｌｕｅを用いて通知を提供することができる。
【０１６１】
　以上では、図６を参照して、手順を中心に説明してきた。以下では、各手順を行う時、
要求される情報を中心に説明する。
【０１６２】
　１．加入者情報
【０１６３】
　前述したＨＳＳやＨＬＲに記録される情報である。
【０１６４】
　ＨＳＳやＨＬＲに記録された上記加入者情報は、ＭＭＥ ５１０に伝達される。この加
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入者情報に含まれるべき情報は、下記表７のように、ＣＳＧ加入者情報、訪問ネットワー
クでＬＩＰＡ許容の有無、各ＰＤＮ別ＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ、ＬＩＰＡ許可
の有無（ＬＩＰＡ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ）、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏ ｐｅｒｍｉｓｓｉ
ｏｎ、ユーザー許与の有無である。
【０１６５】
【表７】

【０１６６】
　上記表７を参照すると、前述したように、ＬＩＰＡが許容されなくても、ＳＩＰＴＯは
許容されることがあるので、ＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎとＬＩＰＡ許可の有無（
ＬＩＰＡ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ）は別個に用いられるとよい。また、追加的にＳＩＰＴ
Ｏ ｆｅｍｔｏ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎが用いられるとよい。或いは、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍ
ｔｏ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ無しに、ＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎの属性値として、
ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏ ａｌｌｏｗｅｄが追加されてもよい。
【０１６７】
　一方、上記加入者情報内にユーザーの受諾又は同意の有無に関する情報が含まれている
と、ＭＭＥ ５１０は、ＵＥ １００に尋ねることなく、ＨＳＳからの情報に基づいてユー
ザーの同意を判断すればいいので、より迅速な処理が可能となる。
【０１６８】
　２．Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢの能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）
【０１６９】
　Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００がＬＩＰＡ及びＳＩＰＴＯを支援するか否かに関す
る能力情報をＭＭＥ ５１０に提供しなければならない。このとき、ＬＩＰＡ及びＳＩＰ
ＴＯを支援するにはＬ－ＧＷが必要である。
【０１７０】
　ここで、Ｌ－ＧＷは、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００内に含まれたものであっても
よく、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００と物理的に独立したものであってもよい。
【０１７１】
　まず、Ｌ－ＧＷがＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００内に含まれて運用される場合に、
ＳＩＰＴＯを支援するか否かに関する能力情報は、Ｌ－ＧＷのアドレスを伝達することに
よって知らせられるとよい。この時、ＬＩＰＡとＳＩＰＴＯの機能のそれぞれを支援する
かを区別したい場合には、ＳＩＰＴＯ ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ ｉｎｄｉｃａｔｏｒやＬＩ
ＰＡ ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ ｉｎｄｉｃａｔｏｒを併せて伝達する。これは、ＭＭＥでそ
れぞれの機能を区別して処理しようとする時に必要な付加情報である。
【０１７２】
　次に、Ｌ－ＧＷがＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００と物理的に独立している場合に、
Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢはＬ－ＧＷアドレスを知らず、よって、アドレス形態のみで
は伝送することができない。ただし、ＯｐｅｒａｔｏｒやＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ所
有主の設定により各ＳＩＰＴＯ ｃａｐａｂｉｌｉｔｙやＬＩＰＡ ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ
を伝達することができる。すなわち、Ｌ－ＧＷのアドレスやＦＱＤＮ形式の名前又は別途
のｉｎｄｉｃａｔｏｒなどで伝達すると、ＭＭＥにその支援有無を知らせることができる
。又は、ＭＭＥが位置情報などを用いて直接Ｌ－ＧＷを検索し、その支援有無を確認して
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もよい。
【０１７３】
　上記２つの場合とも共通的にＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢのタイプを考慮して可能の有
無を判断できるが、これを考慮して混合（Ｈｙｂｒｉｄ）モードで動作する場合には、Ｃ
ＳＧ加入のない場合もＬＩＰＡやＳＩＰＴＯを支援することができる。
【０１７４】
　３．ＬＩＰＡ ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ
【０１７５】
　３ＧＰＰ ＳＡ１標準仕様に定義された要求事項によれば、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ
は、ホーム／会社ネットワークのＩＰネットワークに接続を提供することをＵＥに知らせ
ることができるようになっている。これは、ＵＥがネットワークにアタッチ（Ａｔｔａｃ
ｈ）する前や完了後に伝達されればよい。
【０１７６】
　アタッチ（Ａｔｔａｃｈ）前の場合は、放送（Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）で知らせら
れる場合であり、この場合、ＵＥ １００はＳＩＰＴＯ ａｃｃｅｐｔａｎｃｅやｄｅｃｌ
ｉｎｅ情報を伝達すればよい。このようなＵＥの情報は事前に保存されたものでよい。又
は放送（Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）情報に基づいてユーザーに尋ねて許可を受けると、
その情報を伝送してもよい。
【０１７７】
　アタッチ（Ａｔｔａｃｈ）完了時には、ＮＡＳやＡＳメッセージで伝達すればよく、Ｕ
Ｅ １００は、当該情報に応じて追加的にＳＩＰＴＯ ａｃｃｅｐｔａｎｃｅやｄｅｃｌｉ
ｎｅ情報を伝達する。又は、ＵＥは、当該情報とｃｏｎｔｅｘｔ情報のｐｅｒｍｉｓｓｉ
ｏｎ情報に基づいて生成されたＰＤＮがローカルネットワークと設定されたことが分かる
。
【０１７８】
　図７は、本発明のＳＩＰＴＯサービスのための制御手順を簡略に示すフローチャートで
ある。図８は、図７に示した制御手順を詳細に示すフローチャートである。図９は、図８
に示したメッセージのプロトコルを例示する図である。
【０１７９】
　図７及び図８を参照して各手順を具体的に説明するに先立って、図示のメッセージにつ
いて図９を参照して簡略に説明する。
【０１８０】
　ＵＥ １００と基地局、例えば（ｅ）ＮｏｄｅＢ ２００又はＨｏｍｅ （ｅ）Ｎｏｄｅ
Ｂ ３００間に送受信されるメッセージはＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ）プロトコルに基づくメッセージである。基地局、例えば（ｅ）ＮｏｄｅＢ 
２００又はＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００とＭＭＥ ５１０又はＳＧＳＮ（図示せず
）間に送受信されるメッセージはＳ１－ＡＰ（Ｓ１　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）に基づくメッセージである。
【０１８１】
　ＵＥ １００とＭＭＥ ５１０又はＳＧＳＮ（図示せず）間に送受信されるメッセージは
ＮＡＳ（Ｎｏｎ-Ａｃｃｅｓｓ　ｓｔｒａｔｕｍ）プロトコルに基づくメッセージである
。ＮＡＳプロトコルに基づくメッセージは、ＲＲＣプロトコルに基づくメッセージとＳ１
－ＡＰメッセージにそれぞれカプセル化して伝送される。
【０１８２】
　また、図７及び図８に示す制御手順を説明するに先立ち、図示のメッセージ内のパラメ
ータについて簡略に説明する。
【０１８３】
　ＳＩＰＴＯ ａｃｃｅｐｔａｎｃｅ：ＳＩＰＴＯサービスの受諾又は同意又は拒絶を表
す。
【０１８４】
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　Ｌ－ＧＷ ａｄｄｒｅｓｓ：ローカルゲートウェイのアドレスで、Ｈｏｍｅ （ｅ）Ｎｏ
ｄｅＢがＳＩＰＴＯサービスを提供できるか否か（ＳＩＰＴＯ　ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）
も表す。すなわち、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢが伝送するメッセージ内にローカルゲー
トウェイのアドレスが含まれていると、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢがＳＩＰＴＯサービ
スを提供できるということを意味する。
【０１８５】
　ＳＩＰＴＯ ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：ＳＩＰＴＯ機能指示子で、Ｓ
ＩＰＴＯサービスを提供できるか否かを表す。
【０１８６】
　ＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ：ＳＩＰＴＯサービスの許可権で、ＳＩＰＴＯサー
ビスが許与されるか否かを表す。
【０１８７】
　ＬＩＰＡ許可の有無（ＬＩＰＡ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ）：ＬＩＰＡサービスの許可権
で、ＬＩＰＡサービスが許与されるか否かを表す。
【０１８８】
　ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ：Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢを通るＳ
ＩＰＴＯサービスの許可権で、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢを通るＳＩＰＴＯサービスが
許与されるか否かを表す。
【０１８９】
　Ｕｓｅｒ Ａｌｌｏｗａｎｃｅ：ユーザーがＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢを通るＳＩＰＴ
Ｏサービスの利用を受諾又は同意するか否かを表す。
【０１９０】
　ＬＩＰＡ ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ：ＬＩＰＡサービスに関する通知（ｎｏｔｉｆｉ
ｃａｔｉｏｎ）で、ＬＩＰＡサービスが許容されるか否かを表す。
【０１９１】
　Ｐａｃｋｅｔ　ｆｉｌｔｅｒ：ＭＭＥ ５１０からＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢやローカ
ルゲートウェイに伝達される情報で、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢやローカル－ゲートウ
ェイ（Ｌ－ＧＷ）が、ＵＥ １００のトラフィックが小規模のネットワーク、例えばホー
ムネットワーク又は会社ネットワークへ向かう時、遮断したり通過させるフィルタである
。
【０１９２】
　以下では、図７及び図８を参照してＳＩＰＴＯサービスの制御手順についてより詳細に
説明する。
【０１９３】
　０）まず、図７を参照すると、ＭＭＥ ５１０は、図示のＨＳＳ ５４０からＵＥ １０
０の加入者情報を獲得する。ＵＥ １００の加入者情報は、各ＰＤＮ別に異なるように設
定されていてもよい。各ＰＤＮ単位に設定された加入者情報は、前述したＳＩＰＴＯ許可
権（ＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ）に関する情報、ＬＩＰＡ許可権（ＬＩＰＡ許可
の有無（ＬＩＰＡ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ））に関する情報、ＳＩＰＴＯフェムト許可権
（ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ）、ＵＥ １００のユーザーがＳＩＰＴ
Ｏフェムトサービスを受諾又は同意したか否かに関するＳＩＰＴＯ受諾又は同意情報のう
ち一つ以上を含むとよい。
【０１９４】
　１）次に、図７を参照すると、ＵＥ １００は、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００に
接続するために、アタッチ手順、ＴＡＵ手順、又はハンドオーバー手順を行う。
【０１９５】
　１－１）具体的に、図８を参照すると、ＵＥ １００はアイドル（ＩＤＬＥ）モードで
あり、ＴＡＵ（Ｔｒａｃｋｉｎｇ　Ａｒｅａ　Ｕｐｄａｔｅ）を要請するために、領域更
新要請メッセージ（例えばＴＡＵ Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ）を生成する。このメッセ
ージは、ＵＥ １００に提供される接続ポイントの名前を表すＡＰＮを含むとよい。そし
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て、ＵＥ １００は、上記領域更新要請メッセージ、すなわちＴＡＵ Ｒｅｑｕｅｓｔメッ
セージを、ＲＲＣプロトコルに基づくメッセージにカプセル化（ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｉ
ｏｎ）し、該カプセル化したメッセージを（ｅ）ＮｏｄｅＢ ２００又はＨｏｍｅ （ｅ）
ＮｏｄｅＢ ３００に伝送する。上記アタッチ要請メッセージは、ＵＥ １００のユーザー
がＳＩＰＴＯサービスを受諾又は同意したか否かに関するＳＩＰＴＯ受諾又は同意情報（
例えば、図示のＳＩＰＴＯ ａｃｃｅｐｔａｎｃｅ）を含むことができる。
【０１９６】
　１－２）Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００はＵＥ １００からＲＲＣメッセージを受
信すると、該ＲＲＣメッセージ内に含まれた領域更新要請メッセージ、すなわち、ＴＡＵ
 Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを抽出する。そして、該抽出されたメッセージと共に、ロー
カル－ゲートウェイのアドレス（Ｌ－ＧＷ ａｄｄｒｅｓｓ）及びＳＩＰＴＯ機能指示子
（ＳＩＰＴＯ ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ ｉｎｄｉｃａｏｒ）のうち一つ以上を追加して、コ
ネクション要請メッセージ、すなわち初期メッセージ（例えば、ｉｎｉｔｉａｌ ＵＥ ｍ
ｅｓｓａｇｅ）を生成して、ＭＭＥ ５１０に伝送する。該コネクション要請メッセージ
、すなわち初期メッセージはＳ１－ＡＰに基づく。この初期メッセージは、例えば、図示
のようにＩｎｉｔｉａｌ ＵＥ Ｍｅｓｓａｇｅでよい。
【０１９７】
　上記コネクション要請メッセージ、すなわち初期メッセージは、Ｈｏｍｅ （ｅ）Ｎｏ
ｄｅＢの情報、例えば、ＣＳＧ ｉｄ、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢの機能に関する情報、
ＬＩＰＡサービス機能指示子（ＬＩＰＡ ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）又
はＳＩＰＴＯサービス機能指示子（例えば、ＳＩＰＴＯ ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ ｉｎｄｉ
ｃａｔｏｒ）などをさらに含むとよい。このとき、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００は
ＬＩＰＡ及びＳＩＰＴＯの両方を支援することもあり、或いはいずれか一方のみを支援す
ることもあるから、上記２つの指示子が全て含まれることもあり、一方のみ含まれること
もある。すなわち、ＬＩＰＡ及びＳＩＰＴＯが両方とも支援される場合に、上記２つのパ
ラメータが全て含まれる。
【０１９８】
　ＭＭＥ ５１０（又は、ＵＭＴＳの場合はＳＧＳＮ）が上記コネクション要請メッセー
ジ、すなわち初期メッセージを受信すると、該コネクション要請メッセージ、すなわち初
期メッセージ（Ｉｎｉｔｉａｌ ＵＥ ｍｅｓｓａｇｅ）内の領域更新要請メッセージ、す
なわちＴＡＵ Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ（Ａｔｔａｃｈ Ｒｅｑｕｅｓｔ）を抽出する。
そして、該コネクション要請メッセージ、すなわち初期メッセージ内に含まれた指示子又
は情報を抽出する。ＭＭＥ ５１０は、当該抽出した指示子又は情報を保存する。
【０１９９】
　そして、ＭＭＥ ５１０（又は、ＵＭＴＳの場合はＳＧＳＮ）は、Ｈｏｍｅ （ｅ）Ｎｏ
ｄｅＢ ３００を通して領域更新受諾又は同意メッセージ、例えばＴＡＵ Ａｃｃｅｐｔメ
ッセージをＵＥ １００に伝送する。具体的に、ＭＭＥ ５１０（又は、ＵＭＴＳの場合は
ＳＧＳＮ）は、領域更新受諾又は同意メッセージ、例えばＴＡＵ Ａｃｃｅｐｔメッセー
ジはＳ１－ＡＰプロトコルに基づいてカプセル化して、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３０
０に伝達する。そして、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００は、該カプセル化したメッセ
ージから、領域更新受諾又は同意メッセージ、例えばＴＡＵ Ａｃｃｅｐｔメッセージを
抽出し、この抽出されたメッセージをＲＲＣプロトコルに基づいてカプセル化してＵＥ 
１００に伝達する。
【０２００】
　以上の１）過程は、例示的にＴＡＵ手順を中心に説明したが、ＲＡＵ（Ｒａｄｉｏ　Ａ
ｒｅａ　Ｕｐｄａｔｅ）手順、ハンドオーバー手順、又はアタッチ手順に変形されてもよ
い。ＲＡＵ手順に変形される場合に、ＵＥ １００が伝送するメッセージはＲＡＵ要請メ
ッセージであればよい。ハンドオーバー手順に変形される場合に、ＵＥ １００が伝送す
るメッセージはハンドオーバー要請メッセージであればよい。又は、アタッチ手順に変形
される場合に、ＵＥ １００が伝送するメッセージはアタッチ要請メッセージであればよ
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い。このようなＲＡＵ、ハンドオーバー又はアタッチ手順は、本明細書を理解した当業者
であれば容易に具現できるから、その詳細は説明を省略する。
【０２０１】
　２）次に、図７を参照すると、ＭＭＥ ５１０（又は、ＵＭＴＳの場合はＳＧＳＮ）は
、アタッチ手順、ＴＡＵ手順、又はハンドオーバー手順において受信した情報に基づいて
、ＳＩＰＴＯフェムト、すなわちＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢを通るＳＩＰＴＯを適用す
るか否かを決定する。
【０２０２】
　具体的に、ＭＭＥ ５１０（又は、ＵＭＴＳの場合はＳＧＳＮ）は、上記の加入者情報
、保存された情報又は指示子のうち一つ以上に基づいて、ＵＥ １００にＳＩＰＴＯフェ
ムトサービスを提供するか否かを決定するとよい。すなわち、ＭＭＥ ５１０は、上記の
加入者情報、保存された情報又は指示子のうち一つ以上に基づいて、ＵＥ １００のＰＤ
Ｎ接続（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）をＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００及び有線網７００
内のノードを通る経路を経由するように設定するか否かを決定するとよい。
【０２０３】
　具体的に、ＭＭＥ ５１０は、上記ＴＡＵ要請メッセージ内にローカル－ゲートウェイ
のアドレス情報とＳＩＰＴＯ機能指示子のうち一つ以上が含まれていると、Ｈｏｍｅ （
ｅ）ＮｏｄｅＢがＳＩＰＴＯサービスを提供できると判断する。
【０２０４】
　すなわち、ローカルゲートウェイのアドレス情報（すなわち、識別子）、そしてＳＩＰ
ＴＯサービス関連指示子のうち一つ以上を考慮して、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢをＳＩ
ＰＴＯサービスを提供できるものと判断する。
【０２０５】
　このようにＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢでＳＩＰＴＯサービスが可能であると、ＭＭＥ 
５１０は、ＡＰＮに基づいて端末のデータに対してＳＩＰＴＯを適用させることが可能で
あるか否か判断する。
【０２０６】
　このような判断のために、ＭＭＥ ５１０は事業者政策を追加的に考慮すればよい。ま
た、ＭＭＥ ５１０は、ＵＥに要求されるベアラのＱｏＳを考慮してもよい。具体的に、
公衆網のような有線網７００内のノードを通る経路を経由するように設定されるベアラの
ＱｏＳが、要求されるＱｏＳを満たすと、ＭＭＥ ５１０は、ＵＥ １００にＳＩＰＴＯサ
ービスを提供するものと決定すればよい。
【０２０７】
　一方、ＭＭＥ ５１０は、上記の加入者情報、保存された情報又は指示子のうち一つ以
上に基づいて、ＵＥ １００にＬＩＰＡサービスを提供するか否かをさらに決定してもよ
い。
【０２０８】
　また、ＵＥ １００がＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢのＣＳＧメンバーであるか否かが考慮
されてもよい。このＣＳＧメンバーシップに関する情報は、ＨＳＳ ５４０から獲得され
る加入者情報に含まれていればよい。
【０２０９】
　３）一方、図７を参照すると、ＨＳＳ ５４０から獲得した情報にＳＩＰＴＯ受諾又は
同意情報が含まれておらず、且つＴＡＵ要請メッセージ内にＳＩＰＴＯ受諾又は同意情報
が含まれていないと、ＭＭＥ ５１０はＵＥ １００に受諾又は同意を問うために、情報要
請メッセージ、例えば、ＥＳＭ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｒｅｑｕｅｓｔ ｍｅｓｓａｇ
ｅをＵＥ １００に伝送する。この情報要請メッセージ、例えばＥＳＭ Ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ Ｒｅｑｕｅｓｔ ｍｅｓｓａｇｅは、ＳＩＰＴＯフェムトの受諾又は同意を要請す
る指示子、例えばＲｅｑｕｅｓｔ ｆｏｒ ａｌｌｏｗａｎｃｅ ｆｏｒ ＳＩＰＴＯ ｆｅ
ｍｔｏを含めばよい。
【０２１０】
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　４）そして、図７を参照すると、ＵＥ １００は、情報応答メッセージ、例えばＥＳＭ 
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｒｅｐｌｙ ｍｅｓｓａｇｅを伝送する。この情報応答メッセー
ジ、例えばＥＳＭ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｒｅｐｌｙ ｍｅｓｓａｇｅ内には受諾又は
同意についてユーザーから入力された応答が含まれてもよく、又はあらかじめ保存された
受諾又は同意についての応答が含まれてもよい。
【０２１１】
　５）そして、図７を参照すると、上記ＳＩＰＴＯ受諾又は同意情報を確認した結果、Ｕ
Ｅ １００のユーザーがＳＩＰＴＯフェムトサービスを受けることを希望することが確認
されると、ＭＭＥ ５１０はＵＥ １００にＳＩＰＴＯフェムトサービスを提供すると決定
すればよい。又は、ＴＡＵ要請メッセージ内にＳＩＰＴＯ受諾又は同意情報が含まれてい
なくても、上記獲得した加入者情報から、ＵＥ １００がＳＩＰＴＯサービスを受けるこ
とを希望することが確認されると、ＭＭＥ ５１０はＵＥ １００にＳＩＰＴＯフェムトサ
ービスを提供すると決定すればよい。
【０２１２】
　６）上のような決定により、ＵＥのベアラがＳＩＰＴＯフェムトサービスで処理される
と決定されると、言い換えれば、ＵＥのベアラが公衆網のような有線網７００内のノード
を通る経路を経由するように決定されると、図７に示すように、ＭＭＥ ５１０は、既存
のＰＤＮコネクションを非活性化した後、ＵＥ １００にＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢを通
るＳＩＰＴＯを再び活性化要請（すなわち、ＵＥに再活性化のための非活性化を要請）す
る。
【０２１３】
　６－１）具体的に、図８を参照すると、ＭＭＥ ５１０は、コアネットワーク、例えば
サービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）５２０又はＳＧＳＮとＰＤＮゲートウェイＰ－ＧＷ
 ５３０との間に既存に設定されていたセッションを削除するために、セッション削除要
請メッセージ、例えばＤｅｌｅｔｅ Ｓｅｓｓｉｏｎ Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージをサービ
ングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）５２０又はＳＧＳＮに伝送する。サービングゲートウェイ
（Ｓ－ＧＷ）５２０又はＳＧＳＮは、このセッション削除要請メッセージを受信すると、
該セッション削除要請メッセージをＰＤＮゲートウェイ（Ｐ－ＧＷ）５３０に伝達する。
【０２１４】
　６－２）ＰＤＮゲートウェイ（Ｐ－ＧＷ）５３０は応答メッセージ、例えばＤｅｌｅｔ
ｅ Ｓｅｓｓｉｏｎ Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージをサービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）
５２０又はＳＧＳＮに伝達し、サービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）５２０又はＳＧＳＮ
はそれをＭＭＥ ５１０又はＳＧＳＮに伝達する。
【０２１５】
　６－３）すると、ＭＭＥ ５１０は、ＵＥ １００が生成した既存のベアラを非活性化し
た後、ＳＩＰＴＯのために再活性化（ｄｅａｃｔｉｖａｔｉｏｎ　ｗｉｔｈ　ｒｅａｃｔ
ｉｖａｔｉｏｎ）するように、ベアラ非活性要請メッセージを伝達する。このベアラ非活
性化要請メッセージは、ｃａｕｓｅ ｖａｌｕｅ、例えばＳＩＰＴＯのための再活性化を
指示する指示子、例えばＲｅａｃｔｉｖａｔｉｏｎ ｆｏｒ ＳＩＰＴＯを含むとよい。
【０２１６】
　７～８）図７を参照すると、ＵＥ １００はＰＤＮ接続を行い、ＭＭＥがＨｏｍｅ （ｅ
）ＮｏｄｅＢを通るＳＩＰＴＯを設定する。
【０２１７】
　７－１）具体的に、図８を参照すると、ＵＥ １００はＰＤＮ接続要請メッセージをＭ
ＭＥ ５１０に伝送する。このＰＤＮ接続要請メッセージは、ＵＥ １００が受けるための
接続ポイントの名前を表すＡＰＮを含む。この時、ＵＥ １００は、一般的なサービスの
ためのＰＤＮ（ＡＰＮ）と同じＰＤＮ（ＡＰＮ）を、接続要請メッセージ内に含めるとよ
い。
【０２１８】
　８－１）すると、ＭＭＥ ５１０は、ＳＩＰＴＯのためのＰＤＮ接続（ｃｏｎｎｅｃｔ
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ｉｏｎ）を生成するために、ＡＰＮと、ローカル－ゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）のアドレス
（Ｌ－ＧＷ Ａｄｄｒｅｓｓ）を含むセッション生成要請メッセージ、例えばＣｒｅａｔ
ｅ Ｓｅｓｓｉｏｎ Ｒｅｑｕｅｓｔをサービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）５２０に伝送
する。
【０２１９】
　一方、ＭＭＥ ５１０は、前述の過程で上記加入者情報、保存された情報又は指示子の
うち一つ以上に基づいて、ＵＥ １００にＬＩＰＡサービスを提供するか否かを決定した
場合に、該決定に応じてＬＩＰＡ許可権（ＬＩＰＡ許可の有無（ＬＩＰＡ ｐｅｒｍｉｓ
ｓｉｏｎ））又はパケットフィルタ情報をセッション生成要請メッセージ内に含めてもよ
い。すなわち、ＵＥ １００にＬＩＰＡサービスを提供すると決定した場合、ＭＭＥ ５１
０はＬＩＰＡ許可権をセッション生成要請メッセージ内に含めればよい。仮に、ＵＥ １
００にＬＩＰＡサービスを提供しないと決定した場合に、ＭＭＥ ５１０はＬＩＰＡ許可
権を含めず、フィルタ情報のみをセッション生成要請メッセージに含めればよい。
【０２２０】
　或いは、前述の過程でＵＥ １００にＬＩＰＡサービスを提供するか否かが決定されな
かった場合には、ＵＥ １００からのＰＤＮ接続要請メッセージを受信すると、決定して
もよい。
【０２２１】
　８－２）サービング－ゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）５２０は、セッション生成要請メッセ
ージを受信すると、セッション生成要請メッセージ内のパラメータ、例えばローカル－ゲ
ートウェイのアドレスを確認する。パラメータ、例えばローカル－ゲートウェイのアドレ
スがあれば、ローカル－ゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）４００に上記セッション生成要請メッ
セージを伝達する。
【０２２２】
　この時、ローカル－ゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）４００は、セッション生成要請メッセー
ジ内にＬＩＰＡ許可権又はフィルタ情報のうち一つ以上が含まれているか確認する。仮に
、ＬＩＰＡ許可権が含まれていれば、後でＵＥ １００から受信されるデータが、ローカ
ル－ゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）４００に接続した小規模ネットワーク、例えばホームネッ
トワーク又は会社ネットワークへ向かう場合に、それを許容する。しかし、ＬＩＰＡ許可
権が含まれていないか、又は、フィルタ情報が含まれていると、後でＵＥ １００から受
信されるデータが、ローカル－ゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）４００に接続した小規模ネット
ワーク、例えばホームネットワーク又は会社ネットワークへ向かう場合に、そのデータを
遮断すればよい。
【０２２３】
　８－３）ローカル－ゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）４００は、セッション生成応答メッセー
ジ、例えば、Ｃｒｅａｔｅ Ｓｅｓｓｉｏｎ Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージをサービングゲ
ートウェイ５２０に伝達し、このメッセージをサービングゲートウェイ５２０はＭＭＥ 
５１０に伝達する。
【０２２４】
　７－２）一方、ＭＭＥ ５１０が上記セッション生成応答メッセージを受信すると、接
続受諾又は同意メッセージ（例えば、Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ Ａｃｃｅｐｔメッセー
ジ）を生成する。該生成されたメッセージはＮＡＳプロトコルに基づくものでよい。この
時、ＭＭＥ ５１０はＵＥ １００にＬＩＰＡサービスを許与するか否かを決定し、該決定
に基づいて、ＬＩＰＡサービスに対する通知を上記生成されたメッセージ内に含めるとよ
い。
【０２２５】
　続いて、ＭＭＥ ５１０は、上記生成されたメッセージをＳ１ ＡＰベースの初期コンテ
クスト設定応答メッセージ（Ｉｎｉｔｉａｌ Ｃｏｎｔｅｘｔ Ｓｅｔｕｐ Ｒｅｓｐｏｎ
ｓｅメッセージ）にカプセル化する。この時、ＭＭＥ ５１０はＵＥ １００にＬＩＰＡサ
ービスを許与するか否かの決定に応じて、ＬＩＰＡ許可権、パケットフィルタ情報のうち
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一つ以上を初期コンテクスト設定応答メッセージ内に含めればよい。
【０２２６】
　続いて、ＭＭＥ ５１０は初期コンテクスト設定応答メッセージをＨｏｍｅ （ｅ）Ｎｏ
ｄｅＢ ３００に伝送する。
【０２２７】
　７－３）Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００は、初期コンテクスト設定応答メッセージ
を受信すると、上記接続受諾又は同意メッセージを抽出し、抽出された接続受諾又は同意
メッセージをＲＲＣコネクション再構成メッセージ内にカプセル化する。
【０２２８】
　また、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００は、上記初期コンテクスト設定応答メッセー
ジ内にあるパラメータの一部のみを上記ＲＲＣコネクション再構成メッセージに含めても
よく、或いは、パラメータ全部を含めてもよい。また、上記受信した接続受諾又は同意メ
ッセージ内にあるパラメータの一つ以上を除外させてもよく、或いは、一つ以上の情報又
はパラメータを追加してもよい。例示的に、図８には、上記接続受諾又は同意メッセージ
内に、ＬＩＰＡサービスに対する通知パラメータ、例えば、ＬＩＰＡ ｎｏｔｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎの他にＥ－ＲＡＢ ｉｄパラメータがさらに含まれているとした。
【０２２９】
　Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００は、上記ＲＲＣコネクション再構成メッセージをＵ
Ｅ １００に伝送する。
【０２３０】
　一方、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００は、上記接続受諾又は同意メッセージ内にあ
った、ＬＩＰＡ通知パラメータ、ＬＩＰＡ許可権又はフィルタ情報のうち一つ以上を抽出
して保存する。そして、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００は、ＬＩＰＡ通知パラメータ
及びＬＩＰＡ許可権のうち一つ以上に基づいて、ＵＥ １００に対してＬＩＰＡサービス
が許与されるか否かを判断する。仮に、ＬＩＰＡサービスが許与されないならば、Ｈｏｍ
ｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００は、ＵＥ １００から小規模ネットワーク、例えばホームネ
ットワーク又は会社ネットワークへのデータを受信するようになっても、それを廃棄した
り、遮断する。又は、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００は、ＵＥ １００から小規模ネ
ットワーク、例えばホームネットワーク又は会社ネットワークへ向かうデータを受信する
ようになると、上記フィルタ規則にしたがって遮断したり、廃棄する。
【０２３１】
　一方、ＲＲＣコネクション再構成メッセージを受信すると、ＵＥ １００は、ＲＲＣコ
ネクション再構成完了メッセージをＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００に伝送するとよい
。
【０２３２】
　そして、ＵＥ １００は、上記ＲＲＣコネクション再構成メッセージ内にＬＩＰＡサー
ビスに対する通知パラメータ（例えば、ＬＩＰＡ ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）が存在す
るか確認し、存在すると、ＬＩＰＡサービスに対する通知パラメータを確認する。ＬＩＰ
Ａサービスに対する通知パラメータによりＬＩＰＡサービスが許与されない場合、ＵＥ 
１００は、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００を通る小規模ネットワーク、例えばホーム
ネットワーク又は会社ネットワークへのデータが発生しないようにしたり、或いは、当該
データが発生したとしても伝送しない。
【０２３３】
　以上、図７及び図８ではＥＰＣを基準にしてＭＭＥ ５１０、Ｓ－ＧＷ ５２０を示した
が、本発明の概念はＵＭＴＳにも同様の適用が可能である。ＵＭＴＳでは、ＭＭＥ ５１
０とＳ－ＧＷ ５２０の両方がＳＧＳＮに統合されるとよい。そのため、同図のＭＭＥ ５
１０とＳ－ＧＷ ５２０間の信号送受信を行われず、ＳＧＳＮ内部で全て処理される。
【０２３４】
　以上では図面を参照して、手順を中心に説明してきた。以下では、図示の各主体の動作
を中心に説明する。
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【０２３５】
　１．ＵＥ
【０２３６】
　ＳＩＰＴＯ ａｃｃｅｐｔａｎｃｅ（受諾又は同意）／ｄｅｃｌｉｎｅ（拒否）に関す
る情報をＭＭＥ ５１０に提供する。ＭＭＥは、この情報を受信した後、諸決定要素と比
較してＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏを適用するか否かを決定する。
【０２３７】
　ＵＥ １００が上記情報を伝達する時点は、情報要請メッセージ、例えばＥＳＭ ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ ｒｅｑｕｅｓｔメッセージの受信に応答して行う時点にしてもよく、
又は事業者の要請に応じてＨＳＳ ５４０の加入者情報に記録する時点にしてもよい。
【０２３８】
　表８は、上記のＵＥ動作事項を整理したものである。
【０２３９】
【表８】

【０２４０】
　また、ＵＥ １００は、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏが可能になった後、政策に基づいてデー
タ伝送（Ｏｆｆｌｏａｄｉｎｇ）をするようになる。この政策は、事前に伝達（ｓｔａｔ
ｉｃ、ｄｙｎａｍｉｃ）されてＵＥ １００に保存される。
【０２４１】
　新しいＰＤＮ ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ生成完了後に、ＵＥ １００は、ＭＭＥ ５１０か
らＬＩＰＡやＳＩＰＴＯのｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎを受信する。各ｎｏｔｉｆｉｃａｔ
ｉｏｎを受信することによって、ＵＥ １００は、生成されたＰＤＮがＬＩＰＡ用か、Ｓ
ＩＰＴＯ用か、又は両方とも支援するものかを区別し、それに基づいて各ＩＰ ｐａｃｋ
ｅｔが伝送されるべき経路を選択する。
【０２４２】
　２．ＭＭＥ
【０２４３】
　まず、ＭＭＥ ５１０は、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏを適用するか否かを決定する。そのた
めに、ＭＭＥ ５１０は、１．加入者情報、２．Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ（Ｌ－ＧＷア
ドレスなど）３．ユーザーの受諾又は同意の有無に関する情報に基づいて、ＳＩＰＴＯ 
ｆｅｍｔｏを適用するか否かを判断する。
【０２４４】
　この時、ユーザーの受諾又は同意の有無に関する情報は、ＭＭＥ ５１０が情報要請メ
ッセージ、例えばＥＳＭ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｒｅｑｕｅｓｔを伝送することによっ
て受信することができる。
【０２４５】
　ＭＭＥ ５１０がユーザーの受諾又は同意の有無に関する情報を受信する時点は、ＵＥ 
１００のアタッチ時点であってもよく、又はアタッチやＬＩＰＡが完了する時点であって
もよい。アタッチやＬＩＰＡが完了する時点にユーザーの受諾又は同意の有無に関する情
報を受信するために、ＭＭＥ ５１０は、Ａｔｔａｃｈ Ａｃｃｅｐｔ、ＰＤＮ ｃｏｎｎ
ｅｃｔｉｖｉｔｙ Ａｃｃｅｐｔメッセージにユーザーの受諾又は同意の有無に関する情
報を問う指示子を含めてもよい。
【０２４６】
　一方、ＭＭＥ ５１０がユーザーの受諾又は同意の有無に関する情報を受信する時点は
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、ＳＩＰＴＯ ｆｅｍｔｏを適用するか否かを決定する時点であってよい。この時、ＳＩ
ＰＴＯ ｆｅｍｔｏを適用するか否かを決定する時点は、ＴＡＵ／ＲＡＵ以降やハンドオ
ーバー時になればいいので、ＭＭＥ ５１０がユーザーの受諾又は同意の有無に関する情
報を受信する時点もＴＡＵ／ＲＡＵ以降やハンドオーバー時点になればよい。
【０２４７】
　一方、ＭＭＥ ５１０はＳＩＰＴＯ ＰＤＮ及びＬＩＰＡ ＰＤＮを統合して運用しても
よく、別々に運用してもよい。別々に運営する方法は、ＳＩＰＴＯ ＰＤＮとＬＩＰＡ Ｐ
ＤＮを個別に運営する方式である。統合して運営する方法では、もしＬＩＰＡ ＰＤＮが
既に存在していると、ＳＩＰＴＯ ＰＤＮをそれと結合する。ＳＩＰＴＯ ＰＤＮがＬＩＰ
Ａ ＰＤＮに吸収又は共有される概念となる。結果として統合されたコンテクスト（Ｃｏ
ｎｔｅｘｔ）が生成される。
【０２４８】
　下記表９は、ＭＭＥ動作事項を整理したものである。
【０２４９】

【表９】

【０２５０】
　ここで注目すべき点は、ＬＩＰＡを提供しない場合に、ＳＩＰＴＯを提供してもＬＩＰ
Ａの場合と同様にＬ－ＧＷが割り当てられるため、ＵＥがホームネットワークにデータを
伝送することがあるということである。すなわち、ＳＩＰＴＯセッションを作る過程が既
存ＬＩＰＡと同一であり、よって、ＬＩＰＡトラフィックが伝送されることがある。しか
し、ＳＩＰＴＯ ｔｒａｆｆｉｃのみ伝送され、ＬＩＰＡ用のトラフィックはドロップ（
ｄｒｏｐ）又は制止されなければならない。そこで、ＭＭＥ ５１０は、Ｈｏｍｅ （ｅ）
ＮｏｄｅＢやＬ－ＧＷに、ＬＩＰＡは許容されていない旨を知らせる指示子を伝送するか
、ＬＩＰＡやＳＩＰＴＯ ｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎ ｉｎｄｉｃａｔｏｒ又はフィルタ情報（
ｔａｒｇｅｔ ｉｐ ａｄｄｒｅｓｓなど）、ＣＳＧ ｉｄ、ＡＰＮなどを伝達して、当該
ネットワークに伝達されるトラフィックを遮断したり伝達する制御機能を行うようにする
。
【０２５１】
　３．Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ
【０２５２】
　Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ動作事項を整理すると、下記表１０の通りである。
【０２５３】
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【表１０】

【０２５４】
　図１０は、本発明に係るＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００及びＭＭＥ ５１０の構成
ブロック図である。
【０２５５】
　図１０に示すように、Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ ３００は、保存手段３０１と、コン
トローラ３０２と、送受信部３０３とを備えている。一方、ＭＭＥ ５１０は、保存手段
５１１と、コントローラ５１２と、送受信部５１３と、を備えている。
【０２５６】
　保存手段３０１，５１１は、図５乃至図９に示す方法を保存する。
【０２５７】
　コントローラ３０２，５１２は、保存手段３０１，５１１及び送受信部ら３０３，５１
３を制御する。具体的に、コントローラ３０２，５１２は、保存手段３０１，５１１に保
存された上記方法をそれぞれ実行する。そして、コントローラ３０２，５１２は、送受信
部３０３，５１３を介して上述の信号を伝送する。
【０２５８】
　以上では本発明の好適な実施例を例示的に説明したが、本発明の範囲はそれらの特定実
施例に限定されるものではなく、本発明は、本発明の思想及び特許請求の範囲に記載され
た範ちゅう内で様々な形態に修正、変更又は改善が可能である。
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】

【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月8日(2016.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク内において制御プレーンを担当するネットワークエンティティでサービス
を制御する方法であって、
　（ｅ）ＮｏｄｅＢからＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢへの端末の移動が検出されたとき、
ＳＩＰＴＯの再設定を作動させるステップと、
　前記ＳＩＰＴＯに関連する指示子を受信するステップであって、前記指示子は、前記Ｓ
ＩＰＴＯが許可されるかどうかを示し、及びローカルネットワークにおける前記ＳＩＰＴ
Ｏが除かれているかどうかを示すステップと、
　前記指示子が、前記ＳＩＰＴＯが許可され、及び前記ローカルネットワークにおける前
記ＳＩＰＴＯが除かれていることを示すとき、ＡＰＮに基づき、前記ローカルネットワー
クにおけるＳＩＰＴＯを除いたＳＩＰＴＯを許可するステップと、
　前記指示子が、前記ＳＩＰＴＯが許可され、及び前記ローカルネットワークにおける前
記ＳＩＰＴＯが含まれることを示すとき、前記ＡＰＮに基づき、前記ローカルネットワー
クにおいて含まれているＳＩＰＴＯを許可するステップと、
を有する、サービス制御方法。
【請求項２】
　前記ＡＰＮとローカルゲートウェイの識別子を示すパラメータの少なくとも１つを含む
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第１メッセージを受信するステップを更に有し、
　前記第１メッセージは、端末により要請される要請メッセージを含む、請求項１に記載
のサービス制御方法。
【請求項３】
　前記ＳＩＰＴＯが、前記端末のデータに適用可能な場合、ＳＩＰＴＯサービスに対する
ユーザの同意情報に基づき、前記ＳＩＰＴＯサービスが前記端末に提供されるかどうかの
決定を行うステップと、
　前記決定に従い、前記Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢにＳＩＰＴＯサービス通知を送信す
るステップと、
を更に有する、請求項２に記載のサービス制御方法。
【請求項４】
　前記ＳＩＰＴＯサービスに対する前記ユーザの同意情報は、前記端末に情報要請メッセ
ージを送信し、前記ＳＩＰＴＯサービスに対する前記ユーザの同意情報は、前記情報要請
メッセージに対する応答として受信される情報応答メッセージ内に含まれる、請求項３に
記載のサービス制御方法。
【請求項５】
　前記ＳＩＰＴＯサービスに対する前記ユーザの同意情報を含む情報応答メッセージは、
前記端末が、アタッチ手順、ＴＡＵ手順、ハンドオーバー手順を行う時に受信される、請
求項４に記載のサービス制御方法。
【請求項６】
　前記ＳＩＰＴＯサービスに対する前記ユーザの同意情報は、加入者情報サーバーから獲
得される、請求項３に記載のサービス制御方法。
【請求項７】
　ＬＩＰＡサービスが前記端末に提供されるかどうかの決定を行うステップと、
　前記決定に従い、前記ローカルゲートウェイにＬＩＰＡサービス許可情報又はフィルタ
情報を送信するステップと、
　前記ＬＩＰＡサービス許可情報、前記フィルタ情報、及び前記ＬＩＰＡサービスに対す
る通知の少なくとも１つを前記Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢに送信するステップと、
のうち、少なくとも１つのステップを更に有する、請求項２に記載のサービス制御方法。
【請求項８】
　前記Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢ又は前記ローカルゲートウェイが、前記端末により発
生した前記ＬＩＰＡサービスのためのデータを遮断するかどうかを決定するために、前記
ＬＩＰＡサービス許可情報又は前記フィルタ情報が使用され、前記ＬＩＰＡサービスが許
可されるかどうかを前記端末に通知するために、前記ＬＩＰＡサービスに対する前記通知
が使用される、請求項７に記載のサービス制御方法。
【請求項９】
　ネットワーク内において制御プレーンを担当するネットワークエンティティであって、
　送受信部と、
　前記送受信部を制御するよう構成された制御部と、
を備え、
　前記制御部は、
　（ｅ）ＮｏｄｅＢからＨｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢへの端末の移動が検出されたとき、
ＳＩＰＴＯの再設定を作動させ、
　前記送受信部を用いて、前記ＳＩＰＴＯに関連する指示子を受信し、前記指示子は、前
記ＳＩＰＴＯが許可されるかどうかを示し、及びローカルネットワークにおける前記ＳＩ
ＰＴＯが除かれるかどうかを示し、
　前記指示子が、前記ＳＩＰＴＯが許可され、及び前記ローカルネットワークにおける前
記ＳＩＰＴＯが除かれていることを示すとき、ＡＰＮに基づき、前記ローカルネットワー
クにおけるＳＩＰＴＯを除いたＳＩＰＴＯを許可し、
　前記指示子が、前記ＳＩＰＴＯが許可され、及び前記ローカルネットワークにおける前
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記ＳＩＰＴＯが含まれることを示すとき、前記ＡＰＮに基づき、前記ローカルネットワー
クにおいて含まれているＳＩＰＴＯを許可するよう更に構成される、ネットワークエンテ
ィティ。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記送受信部を用いて、前記ＡＰＮとローカルゲートウェイの識別子を
示すパラメータの少なくとも１つを含む第１メッセージを受信するよう更に構成され、
　前記第１メッセージは、端末により要請される要請メッセージを含む、請求項９に記載
のネットワークエンティティ。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記ＳＩＰＴＯが、前記端末のデータに適用可能な場合、ＳＩＰＴＯサ
ービスに対するユーザの同意情報に基づき、前記ＳＩＰＴＯサービスが前記端末に提供さ
れるかどうかの決定を行うよう更に構成され、
　前記送受信部は、前記決定に従い、前記Ｈｏｍｅ （ｅ）ＮｏｄｅＢにＳＩＰＴＯサー
ビス通知を送信するよう更に構成される、請求項１０に記載のネットワークエンティティ
。
【請求項１２】
　前記ＳＩＰＴＯサービスに対する前記ユーザの同意情報は、前記端末に情報要請メッセ
ージを送信し、前記ＳＩＰＴＯサービスに対する前記ユーザの同意情報は、前記情報要請
メッセージに対する応答として受信される情報応答メッセージ内に含まれる、請求項１１
に記載のネットワークエンティティ。
【請求項１３】
　前記ＳＩＰＴＯサービスに対する前記ユーザの同意情報を含む情報応答メッセージは、
前記端末が、アタッチ手順、ＴＡＵ手順、ハンドオーバー手順を行う時に受信される、請
求項１２に記載のネットワークエンティティ。
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